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表紙写真：インドネシア東南スラウェシ州ブトン島の漁村の少女

ウォーラセアにはひっそりとしたたたずまいの漁村が多くの島々に点在す

る。小規模な沿岸漁業だけでなく，海産物を求めて遠洋に漕ぎだす漁民も

いれば，各地の物産の交易に従事する商人がいて，小さな海岸の村であっ

ても，意外に広域にわたる活動がある。ネットワーク社会ということばが

ぴったりあてはまる世界である。



ウォーラセアの人と風土

香料諸島の産物ナツメグの果実

（インドネシア，北スラウェシ州サンギール島）
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インドネシア海域で操業するフィリピン漁船

（インドネシア，北スラウェシ州ビトゥン）
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農家の庭先を飾るクワズイモ

（インドネシア，北スラウェシ論調ナド郊外）
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ウォーラセアのアウトリガー・ボート

（フィリピン，スルー諸島）

タウィタウィ島の夕映え

（フィリピン，スルー諸島）
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断食明けハリラーヤの礼拝

（インドネシア，東南スラウェシ州クンダリ）

水田とオゥギャシ

（インドネシア，南スラウェシ州ボネ地方）

串刺しの魚の燥製を売る女性

（インドネシア，中スラウェシ州バンガイ島）

焼畑農耕民の穀物倉

（インドネシア，フローレス島エンデ地方）

イカットを並べる青空市

（インドネシア，フローレス島エンデ地方）
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ま　え　が　　き

　京都大学東南アジア研究センターは，昭和40年にわが国で初めて，国立大学に付置さ

れた研究センターとして官制化されました。その後，組織的な充実をはかって，平成元年

度からは5大部門および客員部門に組み替え，現在に至っております。その閤，わが国に

おける総合的地域研究の先駆けとしての役割を果たすとともに，東南アジアに関する資料

の集積をもはかってきました。

　教育の面では，従来より農学研究科熱帯農学専攻や人間・環境学研究科文化・地域環境

学専攻の協力講座として役割を果たしてきました。懸案であった独立研究科として，元の

アフリカ地域研究センターとの共同のもと，関係研究科をはじめとする学内の温かいご協

力を得て，平成10年度に大学院アジア・アフリカ地域研究研究科が設置されました。今

後は，この新しい研究科との密接な協力を目指しております。

　研究教育面で，地域研究の重要性がますます強く認識されている今日，その責任の重大

さを自覚しながら，名実ともに中核的研究拠点機関となるよう，着実な研究活動をいっそ

う進める努力を続けていく所存です。

　本要覧は，東南アジア研究センターの機構や研究活動を要約し，あわせて，研究スタッ

フの紹介と出版物の目録を収めて，センターの歩みと現状を広くお知らせすることを目指

しております。和文と英文とを毎年交互に発行していますので，本要覧は隔年刊となって

います。ただ，昨年度から本年度にかけて，研究科立ち上げもあってスタッフの移動が多

かったので，昨年度発行を見あわせて本年度発行となりましたことをお詫び申し上げます。

本要覧を通じて本センターの意図するところをご理解いただき，いっそうのご教導をたま

わりますようお願い申し上げます。

平成10隼12月1日

京都大学東南アジア研究センター

所　長　立　本　成　文
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第1章性格と沿革

　京都大学東南アジア研究センターは，東南アジアおよびその周辺諸国を総合的に研究す

ることを目的として設立された特色ある研究機関である。東南アジアとは，ベトナム，ラ

オス，カンボジア，タイ，ビルマ（ミャンマー），マレーシア，シンガポール，インドネ

シア，フィリピン，ブルネイの10力国をさすが，研究の対象としては，厳密にこの範囲

に限定しているわけではない。仏教の研究のためスリランカをふくめ，熱帯稲作の研究の

ためバングラデシュ，インド，中国にまで視野をひろげ，対外経済活動の研究のためには

香港，台湾，韓国をも対象としたこともある。周辺諸国というのは，この意味である。

　センターの研究活動は，自然科学をもふくむ点において，人文科学とくに人類学と政治

学を中心とする欧米の地域研究とは異なる特色をもっている。自然環境の現状と変遷の過

程を視野にいれて変動する地域を総合的に捉えるということが第一義的な目標であるが，

それと同時に，関連学問分野を包括的な視野の下に収め，新しい問題群に取り組み，既成

の学問分野を越えた新しい知の枠組みを作り上げることも重要な課題である。しかしなが

ら，総合的といっても，基本的には地域の内在的理解が先行すべきで，そのためには微視

的な分析・解析的な研究の積み重ねが必要であることは当然である。

　現在，一般的に広く地域研究と称されるもののみが，本センターの追求する総合的・包

括的地域研究ではない。本センターの中でも，総合的地域研究の手法が確立しているわけ

ではなく，いろいろなアプローチを比較・検討しながら，世界に類を見ない地域研究の確

立に鋭意努力している。当面の目標は，今や日本で緊急に必要とされている地域研究のあ

るべき姿を，将来への展望を含みっつ早急に確定し，範型として世に示すことである。

1993年度から1996年度まで実施された文部省重点領域研究「総合的地域研究の手法確立

一世界と地域の共存のパラダイムを求めて」がその一つの試みであった。また1998年

度から始まった卓越した研究拠点（COE）形成推進計画「アジア・アフリカにおける地

域編成　　原型・変容・転成」によって，センターひいては臼本の東南アジア研究，地域

研究のさらに新たな展望を開くべく努力を重ねている。

　近隣のアジア諸国とわが国との学術文化の交流が深まるにつれて，センターが地域研究

の中心として果たすべき役割への期待はいよいよ高まりつつある。その要請にこたえるた

め，センターは東南アジア諸国の学者・文化人はもちろん，東南アジア研究に関心をもつ
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世界の学者との不断の交流にっとめている。そして同時に東南アジアに関する文献資料・

学問的情報を収集し，それらをひろく内外の学者に利用してもらえるような態勢を整備し

っっある。学問研究の国際交流は，これからの日本にとって大きな課題であるが，とくに

近隣の東南アジア諸国の基礎的研究を実施しているセンターは，こうした面でもつねにそ

の先達としての努力を傾ける必要があろう。

　東南アジア耕究センターが，京都大学に正式に設置されたのは，1965年のことである。

それより以前，1963年1月には，本学に学内措置として「東南アジア研究センター」が

設けられた。学内措置として創設せられた当時は，もっぱら民間からの寄付金とフォード

財団からの研究奨励金を委任経理金として受け入れ，それによって多数の本学教官を東南

アジア各地の現地調査に派遣した。その研究活動の中心は，タイ計画とマレーシア計画と

いう2っの総合調査であった。それは人類学者による村落定着調査から，農学者による熱

帯稲作の諸条件の研究に至るまで，極めて多岐にわたったが，常に現地に密着し，現地の

研究者と共同して研究を進めるという態度を失わないように留意してきた。このため当初

よりバンコクに連絡事務所を置き，政府機関・大学・研究者との交渉，連絡に当たらせて

きた。これらの研究の成果は，1963年に創刊された『東南アジア研究』に次々と発表さ

れ，内外の学者の注目を浴びるに至った。

　この成果に対する評価は，センターが1965年4月に国立学校設置法施行規則の改正に

よる全国で初めての「研究センター」として，京都大学の正式の研究機関と認められた事

によって確定したと言えよう。それより逐年研究部門の増加を認められ，1988年度まで

に9研究部門，3客員部門からなる研究機関に成長した。特にこの客員部門のうち，地域

研究第一（外国人客員）研究部門は，東南アジアからの研究者をセンターの客員研究員と

して迎えるもので，この種の国際交流のための部門の設置は全国で最初の試みであった。

1989年度には研究部門の大幅な編成替えが実施され，9研究部門は生態環境　社会生態，

統合環境地域発展，人間環境の5っの大部門に統合された。

　東南アジアの地域研究を任務とする性格上，長期，短期の臨地研究が必須とされる。臨

地研究を核に，センターにおいては各種の学際的な共同研究が組織されているのが特徴で

ある。研究活動の活性化を図るために，5年ごとにセンターとしての研究テーマの見直し

を行い，それに基づいて研究班を組織してきた。1980年（昭和55年）度には，「東南ア

ジア世界の形成過程に関する総合的研究」が組織され，熱帯モンスーン・エコシステム班

と小型家産制国家班とが編成された。1985年度の「東南アジア世界の成立と展開に関す

2



る文明論的総合研究」では，外文明と内世界，文明と国家形成，文明と生態環境，文明と

経済環境の4班が組織された。1990年度には，「東南アジア世界の固有論理と発展構造に

関する総合的研究」が発足し，歴史構造，自然生態，社会組織，地域統合にかかわる4班

が研究を進めた。

　これらの5力碁計画の蓄積をうけて，！993年度～96年度に，文部省重点領域研究「総

合的地域研究の手法確立一世界と地域の共存パラダイムを求めて」の共同研究が，全国

の地域研究者の参加を得て実施された。さらに，1998年度から大学院アジア・アフリカ

地域研究研究科とともに，文部省科学研究費COE形成推進計画「アジア・アフリカにお

ける地域編成一原型・変容・転成」の共同研究が開始された。従来から実施されてきた

個々の研究者による共同研究はいまも継続的に組織されているが，一方で，この二つのプ

ロジェクトが示すように，地域研究の中核組織としての役割をはたすべく，センターはこ

れまでにない大規模な共同研究を推進するようになっている。これに対応する臨地研究は

文部省科学研究費補助金「国際学術研究」によって，毎年2ないし3班の研究班を海外に

出している。

　重壁アジア研究センターにおけるさまざまな研究活動の成果は，センターが刊行する出

版物を通じて発表されている。センターは，1963年以来東南アジア地域研究の季刊学術

誌『東南アジア研究』を出版しており，現在36巻2号に及んでいる。『東南アジア研究』

は，内外の大学その他の研究機関と交換しているばかりでなく，財団法人アジア研究協会

に委託して，一般購読の道をひらいている。

　また，センターは東南アジア研究叢書を上梓し，これまでに和文シリーズ（創文社刊

行）は24冊，英文シリーズ（University　of　Hawai‘呈Press刊）は20冊を出版している。

さらに1995年度から新たに地域研究叢書（京都大学学術出版会刊）が始まった。

　！969年置「バンコク連絡事務所」の運営経費が，次いで1973年に「ジャカルタ連絡事

務所」の運営経費も国の予算として認められるとともに，現地調査費も国の予算で認めら

れ，ようやく当センターの現地調査を計画的に推進する最小限の基礎が与えられるように

なった。それ以来センターでは，この予算を活用して，大学内の「研究担i当教宮」による

東南アジア研究をわずかながらも支援できるようになった。また1978年度から「非常勤

講師経費」を認められ，さらに1980年度には地域研究第二（客員）研究部門が設けられ

たことにより，「学外研究協力者」が積極的に研究参加できる機会を提供できるように

なった。また，1986年度には新たな客員部門として，東南アジア諸語文献研究部門が新
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設された。近年，東南アジア各国の図書資料が精力的に収集されているが，この部門新設

によってそれらの整理方法の確立，資料情報の一層の収集のために，東南アジア各国から

書誌学者，カタロガーを招くことが可能となった。

　センターの大学院教育としては，1981年に農学研究科熱帯農学専攻が設置され，農学

系の教窟が協力講座を担当したのが最初である。その後1993年度に人間・環境学研究科

の第二専攻（文化・地域環境学専攻）が発足するとともに，センターの教授・助教授ほぼ

全員が東南アジア地域研究講座（協力講座）損当として参画してきた。1998年4月，ア

ジア・アフリカ地域研究研究科が発足した。この研究科は，東南アジア地域研究専攻とア

ブり力地域研究専攻の2専攻から構成されるが，前者の中に連環地域論講座を置き，東南

アジアとアフリカの両地域に連接するヒンドゥ・イスラーム両世界をも含めて，地域間比

較を視野に入れた地域研究教育に主眼を置いている。この設立にともなって，センターは

大学院教育の場をこの研究科に移すこととなった。現在，ほぼ全教官が東南アジア地域研

究専攻の東南アジア地域論講座（協力講座）撞当，あるいは2専攻の共通課目損当として

大学院教育に参画している。
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第2章機構と組織

1．機 構

　1998年度現在，東南アジア研究センターは，5大研究部門，3客員研究部門からなる

研究部，および資料部，事務部で構成され，東南アジア地域の現地調査を円滑に行うため

の海外連絡事務所として，タイにバンコク連絡事務所を，インドネシアにジャカルタ連絡

事務所を設置している。また，本センターの議決機関・協議機関として，協議員会，教授

会，所員会議が設けられている。

　1998年4月，アジア・アフリカ地域研究研究科設置に伴い，センター教富のほぼ全員

所　長

協議員会

教授会
所員会議

研究部

部　門　　　分　野

生鰍｛星灘

一モ羅
一モ1灘

地域発展一

m≡馨婁i難藁

…境
地域研究第一（外国人客員）

地域研究第二（国内客員）

　　　　　図書室
　　　　　編集室
　　　　　情報処理室

　　　　　庶務掛
　　　　　会計掛
　　　　　教務掛
　　　　　学術交流室

東南アジア地域論講座（協力講座）

東南アジア諸語文献（外国人客員）

資料部一一

東南アジア研究

センター等事務部

バンコク連絡事務所

ジャカルタ連絡事務所

　　アジア●アフリカ

　　地域研究研究科
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が東南アジア地域論講座（協力講座）あるいは研究科共通課目を担当することになった。

事務部は東南アジア研究センター等事務部と名称が変わり，東南アジア研究センターとア

ジア・アフリカ地域研究研究科の事務を併せて受けもつことになった。事務部は庶務・会

計・教務の3掛に分かれ，さらに内部組織として学術交流室を設置し，それぞれ業務を担

当している。

2．協　議　員

　協議員会は，センターの運営に関する最高議決機関であり，．センターの所長，全教授お

よび助教授1名，ならびにセンター所長が委嘱した関係部局の教授7名によって構成され

ている。

3．職 員

　センターの職員は，（イ）研究部，（ロ）資料部（図書室，編集室，情報処理室），および

（ハ）事務部に所属する職員からなる。1998年10月1日現在の職員は次のとおりである。

所長　教授立本成文
（イ）研　究　部

生態環境部門

　　　教　　授　　山

　　　教　　授　　田

　　　助教授　　安

社会生態部門

　　　教　　授

　　　助教授

　　　助教授

　　　助　　手

　統合環境部門

　　　教　　授　　白

　　　教授（併任）濱

　　　助教授　　西

勇
司
雄

　
耕
和

田
中
藤

立　本

五十嵐

林

石　下

文
孝
夫
登

成
忠
行

隆
志
夫

　
武
重

石
下
村

森林生態学

熱帯農学，熱帯環境利用論

熱帯農学，農村生態

地域研究，文化人類学，社会学

人類生態学

文化人類学，宗教社会学

社会人類学

歴史学，比較政治学

アジア地域研究

比較教育学
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　地域発展部門

　　　教　　授　　吉　原　久仁夫

　　　教　　授　　海　田　能　宏

　　　教　　授　　阿　部　茂　行

　　　助教授　　水　野　廣　祐

　　　助教授　　藤　田　幸　一

　人間環境部門

　　　教　　授　　福　井　捷　朗

　　　教授吉田彌太郎
　　　教　　授　　西　渕　光　昭

　　　助教授　　河　野　泰　之

客員研究部門

　地域研究第一（外国人客員）

　　　Xuan　Vo－Tong

　　　Umar　Kayam

　　　Johan　Silas

　　　Varaporn　Vuddhakul

　地域研究第二（国内客員）

　　　教　　授　　片　山　　　裕

　　　助教授　　大　野　昭　彦

　東南アジア諸語文献（外国人客員）

　　　Richard　A．　O’Connor

　　　Arnphorn　Wongthangsawat

　文部省内地研究員

　　　Lim　Lrong　Yew

　非常勤講師・非常勤研究員等

　　　非常勤講師　須羽新二

　　　非常勤研究員　及川洋征

経済発展論

農村開発論，熱帯農業水文学

経済学

経済発展論，農業経済学，労働経済学

農業経済学

農業生態

内科学，血液・免疫・感染症

病原細菌学

自然資源管理

栽培学

文化研究

建築学・都市計画学

微生物学

政治学

経済開発論

文化人類学

図書館学

経営学

情報化社会論

熱帯農学，森林経営学
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非常勤研究員

非常勤研究員

非常勤研究員

学振特別研究員

志
穂
哉
史

輝
国
岳
｝

好
本
木
津

貞
松
吉
長

地域研究，歴史学

分子生物学，分子疫学

地形学，第四紀学，自然地理学

文化人類学

（研究部連絡室）

　　事務補佐員

　　事務補佐員

（研究室）

　　事務補佐員

　　事務補佐員

　　事務補佐員

子
子

友
晶

合
藤

河
首

子
子
子

　
旧

領
千
晃

田
木

成
荒
林

（ロ）資　料　部

　（図書室）

　　　助　　　手

　　　事務補佐員

　　　事務補佐員

　　　事務補佐員

　　　事務補佐員

　　　事務補佐員

　（編集室）

　　　助　　　手

　　　教務補佐員

　　　事務補佐員

　　　事務補佐員

　（情報処理室）

　　　助　　　手

　　　事務補佐員

子
子
子
司
子
代

康
静
靖
修
保
尚

野
室
口
中
田
田

北
小
谷
田
古
山

　
㎞

子
脚
子
美

理
H

眞
㎞
純
知

　
む澤
d
林
熊

米
㎞
小
大

町
聡

充村
井

吉
亀

東南アジア書誌学

環境工学
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（ハ）事　務　部

　　　事務長

　　　専門員

　　　庶務掛　　掛長

　　　　　　　　主任

会計掛　掛長

　　　　　主任

教務掛　　掛長

　　　　　主任

事務官

事務官

事務官

事務官

事務官

事務補佐員

事務補佐員

臨時用務員

事務官

事務官

事務官

事務補佐員

事務補佐員

事務補佐員

事務官

事務官

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
務
務

　
　
　
　
勤
勤

　
　
　
　
室
室

　
　
　
　
流
流

　
　
　
　
交
交

　
　
　
　
術
術

　
　
　
　
学
学

　
　
　
　
（
　
（

信
巌
史
夫
子
希
草
子
行
成
浩
子
子
美
茂
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜

重
　
加
重
朋
珠
千
照
浩
道
泰
祥
園
雅
　
満

野
立
山
本
家
本
尾
本
田
北
垣
田
井
尾
村
甲

佐
足
中
山
冨
橋
平
岩
宮
谷
上
石
藤
西
野
前

4．海外連絡事務所

　（イ）　バンコク連絡事務所

　バンコク連絡事務所（現在地，8B，　Raj　Mansion，31－33，　Soi　20，　Sukhumvit　Road，

Bangkok　10110，　Thailand，電話＋66－2－259－8485；　Fax＋66－2－259一　8419；

e－mail　cseas32＠ksc．th．com）は，1963年10月に開設されて以来，7度にわたって駐在

地の変更があったが，この間のべ63名が駐在の任に当たった。

　（口）　ジャカルタ連絡事務所

　ジャカルタ連絡事務所（現在地，Jl．　Erlangga　V，　No．19　Kebayoran　Baru，　Jakarta

12110，Indonesia，電話÷62－21　一　7392831；Fax＋62－21－7205325；e－mail　cseasj

＠idola．net．id）は，1970年10月に開設されて以来，5度にわたって移転があったが，こ

の間のべ46名が駐在の任に当たった。
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5．学内研究担当教官

　当センターは，東南アジア研究に関心をもつ学内各部局の教官に，研究担i当教宮として

参加を委嘱している。1998年度において，これらの研究掻当教官は131名を数える。

6．学外研究協力者

　当センターは，総合的に地域研究を実施するため，東南アジア地域の研究に関心をもつ

全国各地の大学・研究機関等の研究者に，研究協力を仰いでいる。1998年度において，

これらの研究協力者は268名を数える。
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第3章　研　究　活　動

1．　調査・研究

　（1）共同研究

　センターの調査・研究活動は個別研究と共同研究に大別されるが，共同研究のうち，セ

ンターの大部分のスタッフの関与するものは，センター研究計画（プロジェクト）として

推進されてきた。センタープロジェクトは，5力年を単位として設けられる共通のテーマ

のもとに，所員が任意の研究グループをつくり，科学研究費補助金「国際学術研究」など

を通じて臨地研究を共同で行うものである。

　1980年度から1984年度までの5当年計画として，「東南アジア世界の形成過程に関す

る総合的研究」というテーマのもとに，このセンタープロジェクトが遂行され，「熱帯モ

ンスーン・エコシステムにおける農業の発展と地域間交渉の展開」と「小型家産制国家の

社会基盤と経済発展」の2っの研究班が編成された。1985年度から，第2次5力年計画

として「東南アジア世界の成立と展開に関する文明論尊爵含研究」が進められ，f外文明

と内世界」，「文明と国家形成」，「文明と生態環境」，「文明と経済環境」の4つの研究班が

組織された。1990年度からは，第3次5力年計画として「東南アジア世界の固有論理ど

発展構造に関する研究」が進められ，「東南アジア世界の成立と歴史構造」，「東南アジア

の自然生態と発展形態」，「東南アジアの人間環境と社会組織」，「東南アジアの文化環境と

地域統合」の4っのクラスターが研究班の役割を担って組織された。以上の5力年計画の

テーマに沿っていくつもの個別的な共同研二究が文部省科学研究費補助金（海外学術調査／

国際学術研究）あるいはその他の機関の援助を得て実施された。

　5カ年計画を背景に，1993年度から4力年のプロジェクトとして，文部省重点領域研

究「総合地域研究の手法確立一世界と地域の共存のパラダイムを求めて」が発足した。

金團の地域研究者の参加を得て先端的地域研究をめざす「地域と生態環境」「地域性の形

成論理」f地域発展の固有論理」の3計画研究班，および地域研究の手法確立を探る「外

文明と内世界」「地域連関の論理」「総合的地域研究の概念」の3っの計画研究班が組織さ

れ，多数の公募研究班とともに，総合的地域研究の手法確立のための共同研究が進められ

た。
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　この重点領域研究で得られた成果をさらに発展させるために，1998年度から新たな5

力年計画が進行中である。文部省中核的研究拠点（COE）形成推進計画「アジア・アフ

リカにおける地域編成一原型・変容・転成」がそれで，新たに設置された大学院アジ

ア・アフリカ地域研究研究科とともに，地域研究の中核的拠点の形成を目指すことになる。

この計画では，東南アジア，南・西アジア，アフリカ，をそれぞれ対象とする3つの研究

クラスターが編成され，センターに計画全体を統括する事務局が置かれている。地域研究

における中核的な役割をセンターが機構的にも担い，「地域とはなにか」の理解に向けた

トータルかっダイナミックな油鼠視角を提出するため，新たな一歩を進めようとしている。

　上記の共同研究は，現地調査を中心として行われること，学際的なチームメンバーを組

んで行われること，東南アジア地域及びその他の外国人研究者の参加を得て行われること

を特色としている。本年度までに出版された研究成果の一部は，第6章「出版活動」の研

究報告書シリーズの項に掲載されている。なお，1990年度以降に2っのプロジェクト以

外の個別の共同研究のもとで実施された科学研究費補助金による梅外学術調査は以下のと

おりである。

1990年度＝「東南アジア型都市文明の形成一外文明からの変容と内発的展開一」（研究代表

　　　　　者：坪内良博）

　　　　　r中国における農業生態空間の展開と人の移動に関する歴史的研究」（研究代表者：古

　　　　　川久雄）

　　　　　「東南アジア海域世界の動態に関する総合的研究」（研究代表者：土屋健治）

1991年度　「中国における農業生態空間の展開と人の移動に関する歴史的研究」（研究代表者：古

　　　　　川久雄）

　　　　　「東南アジア海域世界の動態に関する総合的研究」（研究代表者：土屋健治）

1992年度　「海域世界の地域間比較」（研究代表者：矢野　暢）

　　　　　「島三部東南アジアのフロンティア世界に関する動態的研究」（研究代表者：加藤　剛）

1993年度　「海域世界の地域間比較」（研究代表者：矢野　暢）

　　　　　「島撰部東南アジアのフロンティア世界に関する動態的研究」（研究代表者：加藤　剛）

　　　　　「コラート高原における人間・環境・作物複合の総観的研究（研究代表者＝福井捷朗）

1994年度　「熱帯海域世界の比較研究」（研究代表者：高谷好一）

　　　　　「島喚部東南アジアのフロンティア世界の動態に関する総合的研究」（研究代表者：加

　　　　　藤　剛）

　　　　　「コラート高原における人間・環境・作物複合の総観的研究」（研究代表者：福井捷朗）

1995年度　「熱帯海域世界の比較研究」（研究代表者：古川久雄）

　　　　　fサヘルと南インドにおける在来農法の再評価と両地域間技術移転の可能性に関する研

　　　　　究」（研究代表者：応地利明）
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1996年度

1997年度

1998年度

「人と森世界に関する大陸間比較研究」（研究代表者：山田　勇）

「ウォーラセア海域世界におけるネットワーク型社会の文化生態的動態」（研究代表

者：田中耕司）

「サヘルと南インドにおける在来農法の再評価と両地域間技術移転の可能性に関する研

究」（研究代表者：詰軍利明）

「人と森世界に関する大陸間比較研究」（研究代表者：山田　勇）

「ウォーラセア海域世界におけるネットワーク型社会の文化生態的動態」（研究代表

者：田中耕司）

「人と森世界に関する大陸闇比較研究」（研究代表者：山田　勇）

「ウォーラセア海域世界におけるネットワーク型社会の文化生態的動態」（研究代表

者：田中耕司）

「熱帯半乾燥地帯でのミレット農耕と他の農耕との接触複合状況および農業再生に関す

る調査研究」（研究代表者＝外地利明）

陳南アジアにおける半乾燥地帯の発展と停滞に関する比較研究」（研究代表者：福井

捷朗）

「デルタの21世紀像一熱帯アジア6大デルタの発展に関する総合的比較研究」（研究

代表者：海田能宏）

「東南アジアにおける半乾燥地帯の発展と停滞に関する比較研究」（研究代表者：福井

捷朗）

「デルタの21世紀像　　熱帯アジア6大デルタの発展に関する総合的比較研究」（研究

代表者：海田能宏）

　他にさまざまな共同硬究がセンター内外の研究者を組織して実施されてきた。日本学術

振興会の拠点大学方式による日本・タイ学術交流事業に関わる共同M究，国際協力事業団

の研究協力事業として実施されているバングラデシュとの共同研究「バングラデシュ農村

開発研究」，あるいは日本学術振興会と日立国際奨学財団の助成による　「マレーシア農村

部における社会経済変動と文化変容」（マレーシア国民大学との共同研究）などである。

　（2）重点領域研究

　平成5年度から8年度（1993－96）まで4年間にわたって，文部省重点領域研究「総合

的地域研究の手法確立一世界と地域の共存のパラダイムを求めて」を東南アジア研究セ

ンターが主宰した。この研究は，社会科学としては極めて大型の共同研究で，東南アジア

地域研究の専門家約150名が，地域と生態環境，地域性の形成論理，地域発展の固有論理，

外文明と内世界，地域連関の論理，総合的地域硬究の概念の6クラスターにわたって計画

研究班および公募研究班を構成し，それらを総括班が結び合わせる，という構造のもとに
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進められてきた。連動して，いくつかの国際学術研究も同時に行われた。

　上の共同研究の成果を，総括班事務局が把握している限りにおいて数字であらわすと，

次のようになる。参加者の情報交換メディアとしてのニューズレター49号，季刊誌『総

合的地域研究』が創刊準備号を入れて第16号までの計17冊，成果報告書シり一ズが36

冊，総括班主催の研究集会やシンポジウムが合計10回，内1回は“lnternational　Sym－

p◎sium　Southeast　Asia：Global　Area　Studies　for　the　21st　Century”と題する国際シ

ンポジウムであった。さらに，各研究班が開催した研究会やワークショップは合計約100

回に及び，各班から事務局に報告された関連ペーパーは約1，000編にも及んだ。

　元来，地域研究は固い組織的研究になじまないものかもしれない。この共岡研究は，

「総合的地域硬究」という，ある意味で漠然とした総合テーマを設けることによって，各

自の研究手法と関心地域の中から醸し出されてくる硯究のアウトプットを，この総含テー

マにてらしてもう一度反幽してみよう，というほどの「緩い共同」であったかもしれない。

しかし，この中から，「地域間研究」という新しい方向なども見えてきた。現在は，総括

班と6計画班を中心にして少なくとも暗碧の最終的成果を出版すべく準備を進めている。

　（3）中核的研究拠点（COE）形成推進計画

　文部省科学研究費補助金によるCOE形成推進計画「アジア・アフリカにおける地域編

成一原型・変容・転成」が平成10年度（1998）から5力年の計画で始まった。セン

ターが基幹研究機関となり，同年度から新たに設置されたアジア・アフリカ地域研究研究

科とともに，地域硬究の中核となる研究態勢の構築を目指すことになる。硬究リーダーは

センターの白石隆教授で，東南アジア（クラスターリーダー：白石），南・西アジア

（同：小杉泰教授［AA地域研究研究科〕），アフリカ（同：市川光雄教授［同研究科］）の

3っの研究クラスターにより，地域を物質生活，地域社会・交換経済，地域システムのレ

ベルでトータルかつダイナミックにとらえた総含的地域研究を行う。

　研究実施にあたっての書毛目標は，センターおよび地域研究研：究科を名実ともに地域研

究の中核拠点とするための基礎的資料（図書・文書資料，’ n図・衛星画像資料）の網羅的

な収集と，国内外の地域研究者・研究機関とのネットワーク形成にある。総勢25名の研

究分担者に加えて，分担者以外のセンターおよび研究科のすべての研究スタッフが研究協

力者となって，文字どおり両機関が一丸となった研究活動がこれから5年間続くことにな

る。なお，硬究活動およびその成果は，インターネット上で一般ならびに研究者向けに公
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開される予定である。

　（4）　その他の個別研究

　現在のセンターのスタッフによる個別研究については第5章「研究スタッフ」の紹介の

項をご参照願いたい。

2．国際交流

　センターにおける研究活動の推進とその寄与を深めるため，種々の形で外国の研究者，

専門家との交流にも力が注がれている。

　（1）外国人研究者の招膀

　1975年度より客員研究員の制度をセンターに設け，主として東南アジア諸国の研究者

を招聰し，センター研究スタッフの一員として共同研究あるいは意見の交換を行なってい

る。そのほかにも随時，外国人門崎者の訪問，滞在を受け入れ便宜を計っている。以下は

1995年以降にセンターにおいて研究を行なった外国人研究者のリストである。但し，

1995年に滞在した者のうち，すでに『平成7年度版センター要覧』に掲載された研究者

は除かれている。

A．外国人客員研究員

Julia　Suryakusuma

Chumphon　Naewchampa

Rusdy　Effendi　Nasution

Isra　Sarntisart

James　Francis　Warren

Rohaya　Umar

1996

1996

1996　一　97

1996

1996　一　97

1996－97

現代インドネシア国家と家

族

東北タイ農村の社会経済史

インドネシア産野生バナナ

の分類学的研究

タイの所得分配に関する統

計的研究

植民地期シンガポールにお

ける自殺をめぐる社会史

マレーシア人名の典拠形に

ついての研究

LP　3　ES（インドネシア）

Department　of　Generai

Education，　Ubon（タイ）

LIPI（インドネシア）

Chulalongkorn

University（タイ）

Murdoch　University

（オーストラリア）

The　National　University

of　Malaysia（マレーシア）
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Doanh　Quoc　Le

Sodiq　Aziz　Kuntoro

Peter　Mulok　Kedit

Soedarsono　Riswan

Thanet　Aphornsuvan

Padmannabh　Doodhbhate
Mahadev

Kriengsak　Junthotai

Kanchanaporn　Chitsanga

Gilbert　Hamonic

Vu　Tuan　Anh

Chitraporn　Tanratanakul

Vo－Tong　Xuan

Shiro　Saito

Sau｝iah　Saleh

B．その他の外国人学者

Ruchadaporn

Lartphokanont
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1996　一　97

1996　一　97

1996－97

1997

1997－98

1997

1997

1997

1997　一　98

1997－98

1997　一　98

1997　一　98

1998

1998

1995

ソンコンデルタの土地利用

史に関する研究

インドネシアにおける国民

教育の展開

東マレーシア・サラワクに

おける文化的多元主義と開

発

熱帯多雨林生態系の森林動

態と人間活動の相互作用

タイ史における権力のパラ

ドクス

都市居住構造のヒンドゥ的

形態：ロンボクと南インド

東北タイ農業生産力のモデ

リング

タイの地方政治に関する書

誌作成

マレー群島におけるディア

スポラの文化現象研究

ベトナムの経済改革

スペイン支配下のフィリピ

ン史研究

ベトナム農村における農民

による協同組織

日本人研究者の東南アジア

研究

東南アジア研究センター図

書室のインドネシアについ

ての書誌コレクション

日本における人的資源開発

について

Vietnam　Agricultural

Science　lnstitute

（ベトナム）

IKIP　Yogyakarta

（インドネシア）

Sarawak　Museum
（マレーシア）

LIPI（インドネシア）

Thammasat　University

（タイ）

University　of　Mysore

（インド）

Khon　Kaen　University

（タイ）

Thammasat　University
（タイ）

CNRS（フランス）

Vietnam’s

Socio一・Economic

Development　Review

（ベトナム）

Chiang　Mai　University

（タイ）

University　of　Cantho

（ベトナム）

University　of　Hawaii

（アメリカ合衆園）

National　Library　of

Indonesia（インドネシア）

Sukhothai　Thammathi－

rat　Open　University

（タイ）



Adisorn　Muakpimai

Muhjidin　Mawardi

Choilada　Kopatta

Supamard

Panichsakpatana

Srisakra　Vallibhotama

Naraset　Pisitpanporn

Vorawoot　Hirunruk

Chalit　Chaikanchit

Susant　Zuhdi

Chusri　Manipluksa

Nophadol　Chartprasert

金英夫

Niaz　Ahmad　Rai

Siriporn　Wajjwalku

1995

1996

1996

1996

1996

1996

1996

1996

1996　一　97

1996

1996－97

1996　一　97

1996－97

1996

18世紀，19世紀の東南ア

ジアにおけるタイの域内貿

易＝タイ湾の港町

灌概システムの最：適調整に

関する研究

日本人会：タイにおける日

本人社会

東南アジアにおける半乾燥

地帯の発展と停滞に関する

比較研究

東南アジアにおける半乾燥

地帯の発展と停滞に関する

比較研究

東南アジアにおける半乾燥

地帯の発展と停滞に関する

比較研究

東南アジアにおける半乾燥

地帯の発展と停滞に関する

比較研究

東南アジアにおける半乾燥

地帯の発展と停滞に関する

比較研究

ブトン王国史（1667－1906）

タイ国における東南アジア

研究の方法と組織

日本における東南アジア研

究：タイにおける東南アジ

ア研究をめざして

アジアで重要な下痢症の原

因細菌の病因の解析に関す

る研究

パキスタンにおける持続的

二二農業のための水管理

タイ国における東南アジア

研究の方法と組織に関する

研究

Thammasat　University
（タイ）

Gadjah　Mada　University

（インドネシア）

Thammasat　University
（タイ）

Kasetsart　University

（タイ）

Silpakorn　University

（タイ）

Mahidol　University

（タイ）

Thammasat　University
（タイ）

Silpakorn　University

（タイ）

University　of　lndonesia

（インドネシア）

Thammasat　University
（タイ）

Thammasat　University
（タイ）

Pusan　National　Univer－

sity（大韓民国）

University　of　Agiricul－

ture，　Faisalabad

（パキスタン）

Tharnmasat　University

（タイ）
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Coeli　Maria　Barry 1997－98

Thongsalith　Mangnomek　1997

Salim　Muhammad

Basuki　Sumawinata

Corrine　Phuangkasern

Charnvit　Kasetsiri

Siriporn　Wajjwalku

Nongnuch

Soonthornchawakan

Nakharin　Mektrairat

Toeti　Kakiailatu

Nguyen　Huu　Chiem

Subwattana　Thaveesilp

Poolsuwan　Samerchai

1997

1997　一　98

1997

1997

1997

1997　一　98

1997

1997

1997

1997

1997

18

フィリピン・タイにおける

現代宗教の展開に関する比

較研究

日本の経済政策に関する研

究

バングラデシュ低地部にお

ける稲基幹作付体系の展開

とその多毛作化に関する研

究

熱帯湿原地域における環境

保全と地域

タイ国における東南アジァ

研究の方法と組織に関する

研究

タイ国における東南アジァ

研究の方法と組織に関する

研究

タイ国における東南アジァ

研究の方法と組織に関する

研究

日本の財政自由化と東南ア

ジア

タイ国における東南アジァ

研究の方法と組織に関する

研究

ジャワと日本の農村女性の

比較研究

デルタの21世紀像：熱帯

アジァ6大デルタの発展に

関する総合的地域研究

東南アジアにおける半乾燥

地帯の発展と停滞に関する

研究

東南アジアにおける半乾燥

地帯の発展と停滞に関する

研究

Thammasat　University

（タイ）

National　Organization

for　the　Studies　of　Policy

and　Administration

（NOSPA）（ラオス）

Bangladesh　Agricultural

University

（バングラデシュ）

Bogor　Agricultural　Uni－

versity（インドネシァ）

Thammasat　University

（タイ）

Thammasat　University

（タイ）

Thammasat　University

（タイ）

Thammasat　University

（タイ）

Thammasat　University
（タイ）

週刊誌0碗γα編集委員

（インドネシア）

University　of　Cantho

（ベトナム）

Mahasarakham

sity（タイ）

Univer一

Thammasat　University
（タイ）



Soonthornpasuch　Suthep　1997

Buasuang　Apinya

Premsrirat　Suwilai

Nil－A－Thi　Somchai

Chantong　lsaraporn

Withaya

Sucharithanarugse

Chaiwat　Khamchoo

Sharifah　Zaleha

Syed　Hassan

1997

1997

1997

1997

1998

1998

1998

東南アジアにおける半乾燥

地帯の発展と停滞に関する

研究

東南アジアにおける半乾燥

地帯の発展と停滞に関する

研究

東南アジアにおける半乾燥

地帯の発展と停滞に関する

研究

東南アジアにおける半乾燥

地帯の発展と停滞に関する

研究

東南アジアにおける半乾燥

地帯の発展と停滞に関する

研究

タイ国における東南アジァ

研究の方法と組織に関する

研究

バブル経済の原因と結果：

日本とタイ政治経済の比較

研究

マレーシアにおけるイス

ラームの貌

Chiang　Mai　University

（タイ）

Mahidol　University

（タイ）

Mahidol　University

（タイ）

Mahasarakham　Univer－

sity（タイ）

Ratchpat　lnstitute　in

Surin（タイ）

Chulalongkorn　Univer－

sity（タイ）

Chulalongkorn　Univer－

sity（タイ）

National　University　of

Malaysia（マレーシア）

　（2）　留学生の派遣と受け入れ

　センターは東南アジア研究を志す研究者の養成と国際交流の目的で，センターの若手研

究者，京都大学の大学院生，およびその他の学生，若手研究者を欧米と東南アジアに留学

生として派遣し，あるいは留学の便宜を計ってきた。

　また，東南アジア諸国の学生をセンターの研修員として受け入れ，その指導に当たった。

1994～98年度に受け入れた外国人研究生（研修員）は次の通りである。

Goh　Pek　Chen　　　　　　　　1994　一　95　　日本とマレーシアとの経済関係（マレーシア）

Pham　Huy　Quang　　　　　　l994　一　95　東アジア及び東南アジア諸国間の技術伝播とヴェトナ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ムへの教訓（ヴェトナム）

Walapa　Tantisunthorn　　　1995　一　96　アジアにおける人的資源の開発（タイ）

Punwichai　Lakkana　　　　　1995　一　97　現代タイ社会における「国家」にっいての考え方

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（タイ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19



3．シンポジウム・セミナー・研究集会

　東南アジア研究に関して内外の研究者とより広く意見を交換するため，これまでに数多

くのシンポジウム，セミナー，ワークショップ，硬調集会などが，センターの主催または

他機関との共催で開かれた。最近3年間に開催された主なものについて簡単な趣旨とプロ

グラムを掲げておく。

　（1　）　lnternational　Workshop　on　Management　of　Marine　Natural　Resources

and　Coastal　Network　Societies　in　Wallacea（1995年12月2日，ウジュンパンダン）

　文部省科学研究費による国際学術研究「ウォーラセア海域世界におけるネットワーク型

社会の文化生態的動態」の調査が実施された機会に，センターを中心とした調査隊メン

バーとハサヌディン大学の沿岸部地域研究グループの共催で，東部インドネシアの海域お

よび沿岸部の自然・文化・社会の研究成果を交換し，沿岸部地域研究を推進するための討

論会を開催した。「海域世界の地理」「移住とネットワーク社会」「海洋資源とその管理」

の3っのセッションで，インドネシア，オランダ，日本の研究者による研究発表が行われ

た。

　（2）日・タイ拠点大学セミナー

　「タイとその近隣国（亜）：アユタヤとアジア」（1995年12月18－19日，アユタヤ）

発表者：　Anthony　Reid，　Paiboon　Pramojanee，　Adrian　Bernard　Lapian，　Yoko

Nagazumi，沈下武志，　Yahata　Abu　Bakar，　Sunait　Chutintaranond，　Myo　Myint，

W．M．　Sirisena，　Muhammad　Haji　Salleh，　Leonard　Yuzon　Andaya，桜井由躬雄，石井

米雄，Adisorn　Muakpimai，　David　K．　Wyatt

　発表者リストからも窺えるように，アユタヤ史に関わる著名な研究者のほとんどが集

まった。特徴的だったのは，マラヤ，チェン々イ，ビルマなどシャムの近隣国からアユタ

ヤを見る目が強調されたこと，また，これまでの研究に欠けがちであった中国，ベトナム，

日本，琉球の漢文史料を使った研究が紹介されたことであった。シャムの首都としてだけ

ではなく，アジア，世界の中のアユタヤの位置づけが論議された。アユタヤ時代が前半と

後半とで，本質的に異なったものである，という点も，論議の的となった。
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　（3）雲南民族生態史研究会（1996年3月27日）

　雲南を中心にした植生・民族文化・生態史などについて，現地調査の報告を受け，科骨

皮調査の研究計画実行にあたって，具体的な研究内容を検討した。

　話題提供者

（東京都立大）邑田　　仁　　　　　　　　　　　　（東大）阿部　　卓

（東京外大）クリスチャン・ダニエルズ　　　　　　（龍谷大）羅　　二三

（雲南民族博物館）ヂ　　紹亭

　（4）東南アジア教育研究会（1996年4月2日）

　第三世界の教育研究会との共同開催として実施した。東南アジアの教育の諸相に関する

四つの報告があり，それぞれのテーマについて議論された。

「戦前のフィリピンにおける　『日本人』子弟の

教育」　　　　　　　　（龍谷大）小島　　勝

「タイにおける私立寺院慈善学校の機能と問題

点」　　　　　　　　　（筑波大）村田　翼夫

「現代マレーシアにおける教育政策一新経済

政策との関連を中心に」

　　　　　　　　　（国立教育研）梶田　美春

「タイにおけるラジャバット・インスティ

チュート法の成立と地方高等教育振興」

　　　　　　　　　（京都教育大）堀内　　孜

　（5）共同硯究「東南アジア大陸部における民族間関係と『地域』の生成」

　1996年度は合計5回の研究会を開催し大陸部周縁世界の民族の動態と地域世界の変容

について報告と討議を重ねた。成果の一部は『東南アジア研究』第35巻4号にまとあた。

第1（通算第6）回研究会

　　　　　　　　（1996年4月19日，京都市）

「雲南における民族間関係と生態系」

　　　（雲南民族学院民族研究所）劉　　　剛

第2回研究会（1996年7月12日，京都市）

f東北タイの治療師モーラム・ピーファー」

　　　　　　　　（コンケーン大）加藤真理子

「ベトナム中部高原少数民族と周辺地域」

　　　　　　　　　（民博総研大）中田　友子

£守護霊祭紀と　『歴史』の記憶　　中国徳宏地

区タイ・マオの事例から」

　　　　　　　　　（岐阜教育大）長谷川　清

第3回研究会（1996年12月20日，京都市）

「北タイ・シャン社会における民族間関係と宗

教」　　　　　　　　　　（筑波大）村上　忠良

「ビルマ辺境における多民族社会の動態」

　　　（Asia　Press　lnternational）吉照　敏浩

lj　4回EII究会（1997年1月25日，京都市）

「商人としてのアカ族」　（ハル大）豊田　三佳

「リスがみたリス」　（東京都立大）綾部　真雄

第5回研究会（1997年3月28－29日，博多市）

「雲南省徳宏ダイ族にかんする調査報告」

　　　　　　　　　　　（九州大）長谷千代子

「エスニックシンボルの創成と対応一西南中

国トン族の事例」　　　　　（京大）兼重　　努

「山地民と林業政策一ビルマ・バゴー山地の

カレンと『森林村』制度」

　　　　　　　　　　　（筑波大）谷　裕可子

「タイ族研究の展望」　　（同朋大）馬場　雄司
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　（6）日・タイ拠点大学セミナー

　「東南アジアにおける半乾燥地の発展と停滞」（1996年10月21－23日）

発表者：福井捷朗，Srisak　Vallibothama，桜井由躬雄，吉野正敏，田村俊和，　Chalit

Chaikanchi£，桃木至嘱，新田栄治，伊東利勝，中村尚翔，田中耕司，渡辺弘之，

Bondan　Hermanislamet，　Michael　R．　Dove，　Surat　Warangrat，　Suwilai　Premsrirat，

Naraset　Pisitpanporn，林　行夫，　Chumphon　Naeochampa，上田曜子，　Vorawoot

Hirunrak

　タイトルと同名の国際的，学際的プロジェクトが発足した1ざかりであり，そのプロジェ

クトの方向づけと，半乾燥地についての知識を参加者が共有することを目的とした。発表

は，まず，半乾立地の盛衰と，気候，海域交易との関係を取り扱い，ついで東北タイのコ

ラート高原に関する発表が多く，地形，先史文化，クメールのバライ，製塩・製鉄，言

語・民族関係，20世紀の変化などが紹介された。その他の半乾忌地としては，中部ベトナ

ム，中部ジャワ，スリランカ北部などについて発表があった。

　（7）共同研究「フロンティア社会の比較研究」

　東南アジアを「フロンティア社会」としてとらえるとき，そのフロンティア性は他地域

と共通するのか，あるいは東南アジア固有であるのか？　また，そのフロンティア社会と

しての特性は持続するものなのか？　このような問題意識を基底に他地域のフロンティア

社会と比較しつつ，「フロンティア社会」や「フロンティア概念」を東南アジアから相対

化しようとする共同研究会を組織した。アメリカ，オーストラリア，中国，アフリカなど

を対象とする歴史学，地理学，文化人類学，熱帯農学などの分野の研究者がメンバーと

なって，1996年度末から継続して研究会が開催されている。これまでの研究会の発表は

以下のとおりである。

第1回研究会（1997年3月3日）

「共同研究会のねらい1　　　　　　田中　耕司

「アメリカのフロンティア」

　　　　　　　　　　　（慶応大）岡田　泰男

「東南アジアはフロンティアであるか」

　　　　　　　　　　　　　　　立本　成文

第2回研究会（1997年12月17日）

「東南アジアのフロンティア状況一インドネ

シア，カリマンタンの環境と開発」田中　耕司

「フロンティアの存在・認識。地域的特性」

　　　　　　　　　　　（三重大）法貴　　誠

第3回研究会（1998年3月3日）

「近世前期の耕地開発と開発限界への到達一

北部九州の事例」　　　（久留米大）江藤　彰彦

f珠江デルタ開拓史と地域社会」

　　　　　　　　　　　（阪大）片山　　剛
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　（8）共同研究「農村開発の地域牲」

　農村開発事業が，村で受け入れられ，持続的に展開されるためには，事業展開の過程で

在地化が必要とされ，風土や，人々の暮らし方，社会のあり方，地方行政など，「私たち

が地域を感じられる諸々の事象」に大きく影響されている。地域研究としての農村開発研

究を，この研究会は目指している。1996年度に始まり，現在も継続している。

第1回研究会一行政風土一
　　　　　　　　　　　　（1997年2月21日）

「タイの地方統治制度と農村開発」

　　　　　　（アジア経済研究所）重冨　真一

「ジャワ島K村にみるデサ行政の『NGO」的

側面」　　　　　　　　　（京大）島上　宗子

「バングラデシュの地方行政一行政サービス

の展開」　　　　　　　　（京大）矢嶋　吉司

第2回研究会一NGOに地域がみえる一

　　　　　　　　　　　　（1998年3月17ED

「NGOと政府協働を可能にする条件を考える

一インドの民衆科学運動の事例から」

　　　　　　　　　（日：本福祉大）斎藤　千宏

「貯蓄・貸付グループを核とした農村開発一

インド・ネパールの事例より」

　　　　　　　　　（大阪市立大）岡本真理子

「NGOによる農村開発一パキスタン・北方

地域の事例から」

　　　　　　　（総合研究大学院）小島　　進

　（9）　lnternational　Seminar　on　Maritime　CommuRities　in　a　ChaRging　World：

Challenges　of　Development　Programmes（！997年9月23－25日，メナド）

　文部省科学研究費による国際学術研究「ウォーラセア海域世界におけるネットワーク型

社会の文化生態的動態」の調査が実施された機会に，センターおよびサムラットランギ大

学の共催で，EAGA（East　ASEAN　Growth　Area）における地域協力・開発政策の進展

と海域社会の変容についての検討会を開催した。インドネシア，フィリピン，オーストラ

リア，日本の研究者が参加し，「変化のなかのバジャウ社会」「沿岸地域の環境・資源に関

する在来知識」「沿岸地域と開発政策」随AGA開発計画と地域の将来」の4つのセッ

ションで活発な論議が展開された。

　（10）日・タイ拠点大学セミナー

　“Perspectives　of　Southeast　Asian　Studies　in　Thailand”

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1997年11月27　一　28日，バンコク）

　このセミナーは，タマサート大学と東南アジア研究センターの間で推進されている日本

学術振興会拠点大学方式による学術交流事業のうち，1996年度から2年間の予定で開始
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されたプロジェクト「タイ国における東南アジア恩遇の方法と組織に関する研究」の最終

セミナーである。プロジェクトは，タイにおける“菓南アジア研究センター”設立の促進

を図るために企画された。

　発表者にはタイ，日本からの参加者だけでなく，シンガポール，アメリカからの参加者

も含まれ，ディスカッサントとしてインドネシア，フィリピン，マレーシアの研究者も招

聰された。2日間を通じて80人以上の出席者があり，国際的な比較の見地を踏まえて，

タイにおける東南アジア地域研究の制度的あり方について積極的かっ有意義な意見の交換

がみられた。

4．東南アジア学フォーラム

　より多くの東南アジア地域研究者との研究交流をはかるために，センターは，1991年

9月より「東南アジア学フォーラム」を年数回開催してきた。このフォーラムの趣旨は，

より多くの研究者をまじえて，東南アジア学のフロンティアを語り，より鮮明な東南アジ

ア像を模索し，またあるいは地域研究に関わる研究と教育の諸問題について情報交換をし

ょうというものである。1997年度は全国的な参加と外部専門家の発表をはかるべく，3

日連続，3つのセッションの同時進行という形態を試みた。

　1996年～98年に開催されたフォーラムのテーマと話題提供者の一覧を掲げておく。

第17回フォーラム（1996年3月2日）

　　タイ系社会における「自文化」の現在

「ラオ人社会にみる　『自文化』の構築一担い

手とその周辺」　　　　　　　　林　　行夫

　「コメント」　　　（関西学院大）田中きく代

「タイ・ルー社会にとっての国家と移住一地

域の歴史的想像力をめぐって」

　　　　　　　　　　　（同朋大）馬場　雄司

　fコメント」

　　　　　　（国立民族学博物館）杉本　良男

第18回フォーラム（1997年4月261ヨ）

　　　ジェンダーから見る東南アジア

「周縁社会の民族の動態とジェンダー一北タ

イ・カレンの場合」　　　　　　　速水　洋子

　「コメント」

　　　　　　（国立民族学博物館）杉島　敬志

「東南アジア農村経済の変容と女性労働一バ

リ織布産業の事例から」　（岡山大）中谷　文美

　rコメント」　　　　　　（東大）瀬地山　角

　1997年度（1998年3月6日一8日）

会場　　　　　　A会場：東南ア研　東棟2階　第1教室

　　　　　　　B会場：東南ア研　共岡棟3陶　セミナー霊

　　　　　　　C会場：東南ア研共同棟4階　セミナー室
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3月6日　A会場

東南アジア研究における「場」と「境界」再考一複眼的フィールドワークにむけて

「問題提起」

「文化の場と弓場

　　　　　　　石川　　登

イバン民族誌に関する自省」

　　　（一橋大）内堀　基光

「エンデの人の遠近両用眼鏡」

「コメント」

　　（大阪大）中川　　敏

（慶応義塾大）棚橋　　訓

　　　　　　速水　洋子

B会場 バックコッター紅河デルター村落の歴史社会調査

「バックコック研究の過程報告」

　　　　　　　　　　　　（東大）桜井由躬雄

「合作社の社会活動」

「合作社と農業」

（東大）岩井美佐紀

（京大）柳沢　雅之

　C会場

The　lndonesian　Women’s　Movement　and　National　Politics　：　Gerwani　and　the　October　1　1965

Putsch　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（お茶の水女子大）Saskia　E　Wieringa

Witness　Denied　：　Australian　and　Japanese　media　responses　to　the　lndonesian　holocaust，　1965－

1966　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（精華大）Richard　Tanter

The　Emerge　of　Architecture　and　Urban　Conservation　in　Southeast　Asia：　the　lacking　of　a

wider　theoretical　underpinning　for　the　practicalities　of　conservation　planning

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（立命館大）Laretna　T．　Adishakti

Role　of　Villages　during　Land　Redistribution　in　the　Rural　Areas　of　the　Red　River

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（筑波大）Doan　Doan　Tuan＆Masayoshi　Satoh

Structural　Reform　of　Local　Government　Systems　in　Bangladesh

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（バングラデシュ工業省）Hasnat　Abdui　Hye

3月7臼

「東南アジア経済の強さと弱さ」

A会場

「フィリピン」

「マレーシア」

B会場

地方行政の比較

（東大）原　洋之介

（神戸大）片山　　裕

（明治大）鳥居　　高

「タイ」

　「コメント」

東南アジアの相対的乾燥地社会の盛衰と生態環境

「問題意識と課題」　　　　　　　福井　捷朗

「灌概稲作と減水深」　　　　　　河野　泰之

「ジャワ・バリの灌概技術の変遷」

　　　　　　　　　　（早稲田大）春山　成子

（天躍大）橋本　　卓

　（東大）森田　　朗

「旭日銀貨経済圏の形成とドヴァーラヴァ

ティーの勃興」　　　　　（愛知大）伊東　利勝
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　C会場　　国内における東南アジア研究の交流機構

「パネルディスカッション」　　　　　　　　　　　（東大）濱下　武志・原　洋之介

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（東外大）　　　　　石井　　搏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（国立民族学博物館）松原　正毅

3月8日

　A会場　　熱帯デルタの21世紀像：珠江からベンガルまで

F海のデルタと野のデルター熱帯アジア6大

デルタの『21世紀像』研究の枠組」

　　　　　　　　　　　　　　　海田　能宏

「生態・生業からみたデルタ二一アジア大デ

ルタの21世紀像」　　　　　　　安藤　和雄

「歴史地理からみたデルタ像　　アジア大デル

タの21世紀像」　　（奈良女子大）野間　晴雄

「発展論からみたデルタ像一アジア大デルタ

の21世紀像」　　　　（宇都筥大）冨田　正彦

「ベンガル湾沿岸地域で発生する感染症と他地

域への影響一コレラおよび近縁菌による感染

症の最近の動向」　　　　　　　　西渕　光昭

　B会場　　一般公募セッション

「水稲品種『マスリ』一技術協力の一成果，特

にその熱帯アジア諸国における普及に関連し

て」　　　　　　　　川上潤一郎・那須　畷正

「東アジアにおける開発と民憲主義一タイと

シンガポールを事例に」

　　　　　　　　　（松下政経塾）甲斐　信好

「タイ，ラオスにおける公衆衛生課題」

　　　　　（鈴鹿医療科学技術大）翠川

　　　　（国立国際医療センター）中村

「『伝統医療』の構築化における一考察

ドネシァ・バリ社会の事例研究」

裕
哲
ン

　
　
イ

　　　　　　　　　（京都文教大）大橋亜由美

fタイ米貿易とアジア間競争一19世紀末を中

心に」　　　　　　　　　（京大）宮田　敏之

　C会場　　若手公募セッション

rバッジ・ミラの行商記録一マカッサル海峡

スプルモンデ諸島における生活世界」

　　　　　　　　　　　　（京大）濱元　聡子

「インドネシア・スンバ島東部におけるビジネ

ス・カインの興隆と背景」

　　　　　　　（お茶の水女子大）田口　理恵

「市場（いちば）における商人の階層構造一

中部ジャワの事例から」　（龍谷大）嶋田　ミカ

「ジャワ島中部K村にみるクレジット活動の実

態一インドネシアにおける住民の組織化と貧

困撲滅対策との関連で」　　（京大）島上　宗子

「マレーシアにおける半導体産業のジレンマ」

　　　　　　　　　　　　（京大）呉　　碧嫡

「サラワク・イバンの生業。土地利用特性一

特に湿地田作形態の変化に着目して」

　　　　　　　　　　　　（京大）市川　昌広

「東ネグロス州山間部における農民農業の展開」

　　　　　　　　　　　　（京大）加川　真美
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5．研究会等

　センターでは，比較的大きなシンポジウム・セミナーの他に，各種の研究会が開催され

ている。定期的な所員研究討論のほかに，センタースタッフを中心としてテーマ別に組織

された研究会や，センターの客員部門の外国人研究員や折々にセンターを訪問する外国人

研究者による特別研究会などがあり，常時センター内外の人々の出入りがたえない。

6．東南アジアセミナー

　東南アジアセミナーは，数十人の受講者を募り，東南アジアの自然，文化，社会等につ

いて概説し，専門的研究に必要な基礎知識を付与するため，集中的な講義及び演習を行う

ことを目的とし，1976年から毎年開催されているものである。近年は，年ごとに異なる

テーマを決め，かなり専門的な講義も含めている。特に1993年度以降は，従来よりも一

段とセミナー色を濃くし，受講者発表をプmグラムに盛り込んだ。！997年度には，ラオ

ス，タイ，マレーシア，シンガポールと陸路南下する15臼間の海外研修を実施し，好評

を得た。1996～98年度のセミナーのテーマ，講義題目，講師の一覧を掲げておく。

1996年度

テーマ「さまざまの農村開発」（9月2日一6日）

「農村開発一関わりの作法（1）」海田　能宏

「バングラデシュ：在村リーダー達への期待」

　　　　　　　　　　　　　　　安藤　和雄

「タイ：農村振興政策への問いかけ」

　　　　　　　　　　　　　　　池本　幸生

「タイ＝伝統手織物技術の再興」

　　　　　　　　　（東北学院大）野崎　　明

「カレン：女性から見た開発」　　速水　洋子

「ビルマ：軍政下の農村開発」

　　　　　　　　　　　　（東大）高橋　昭雄

「スラウェシ：『精霊』vs．農村開発」

　　　　　　　　　　　（愛媛大）遅沢　克也

「バングラデシュ：NGOの農村開発」

　（（社）セーブ・ザ・チルドレン）中田　豊一

「インドネシア：『開発の時代』の農村」

　　　　　　　　　　　　　　　田中　耕司

「農村開発一関わりの作法（2）」

　　　　　　　　　　　（龍谷大）中村　尚司
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1997年度

テーマ「脱国境時代の東南アジア」

1）　国内研修（9月26日一27日）

「タイ鉄道史」　　　　　　（東大）宋廣　　昭

「国境を越える『民族』」林行夫；速水洋子

「国境と国民国家」

「『タイ人』の歴史」

　　　　白石　　隆

（天理大）飯島　明子

2）　海外研修（10月23日一11月6日）

10月23日　関西空港→バンコク

24日　バンコク→ラオス・ヴィエンチャン

　“Economic　Relationship　between　Laos　and　lts　Neighboring　Countries”

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（State　Planning　Committee）　Souphanh　Keomixay

25日　ラオス・ヴァンヴィエンJICA森林プロジェクト見学

26日　ヴィエンチャン→タイ・コンケンへ移動

　f東北タイの土地と土地利用」　福井　捷朗

　バンチアン遺跡見学

27日　“Northeast　Thailand　and　the　Mekhon　Civilization”　（コンケン大）Chalit　Chaikanchit

　ドンデン村訪問

28日　コンケン→アユタヤへ移動

　ピーマイ遺跡見学，船にてアユタヤ見学

29日　“History　of　Ayutthaya”　（シーナカリンウィロート大）Plubplung　Kongchana

　アユタヤ歴史資料館見学

　アユタヤ→バンコクへ移動

30日　“lndonesia－Malaysia－Thailand　Growth　Triangle　Development　Project”

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（チュラロンコン大）Sompop　Manarungsan

　夜行列車にてハジャイに移動

31El早朝，ハジャイ到着。臨地研修

11月1日　ハジャイ・マレーシア・ペナン島へ移動

　ペナンにて臨地研修

2日　ペナン島からバターワースへ，列車にてクアラルンプールへ移動

　「マレーシアとシンガポールの国際労働移動」　石川　　登

3日　“Formation　of　Malay　Elites”　（マレーシア国民大）Shamsul　A．　B．

4日　専用バスにてマラッカへ移動

　臨地研修（マラッカ）

　専用バスにてシンガポールへ移動

5日　臨地研修（シンガポール）

　シンガポール発

6日　関西空港到着，解散
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1998年度

テーマ「東南アジアの経済『危機』

第1部「通貨・金融危機に見る地域性」

「あいさつ・趣旨説明」　　　　　水野　廣祐

「東アジアの通貨・金融危機と改革」

　　　　　　　　　　　　　　　吉原久仁夫

「韓国の通貨・金融危機と改革」

　　　　　　　　　　（同志社大）服部　民夫

「タイの通貨・金融危機と改革」

　　　　　　（アジア経済研究所）東　　茂樹

（討論）

第2部「発展への『処方箋』」

「政治改革　　宮・政・民の癒着問題と行政シ

ステム」　　　　　　　　（京大）玉田　芳史

「法律改革一市場化・民主化とアジア法」

　　　　　　　　　　（名古屋大）安田　信之

「受講生発表」

（討論）

「住民のイニシアティブに基づく農村開発と

NGO」　　　　　　　　　　　　安藤　和雄

変革の契機？」（10月26日一　30日）

「IMFの政策」　　　　　（神戸大）日野　博之

「金融システムの改革」

　　　　　　（アジア経済研究所）国玉　浩三

「マレーシアの通貨・金融危機と改革」

　　　　　　　　　　　（明治大）鳥居　　高

「インドネシアの通貨・金融危機と改革」

　　　　　　　　　　　　　　　水野　廣祐

（討論）

「市場化・民主化とジェンダー」

　　　　　　（国立リハビリ学院）江藤　双恵

「受講生発表」

（討論）

「多民族国家問題と市場化・民ま化」

　　　　　　　　　　（大阪外大）松野　明久

「市場化・民主化と宗教」（千葉大）中村　光男

「受講生発表」

（討論）

7．資料収集および情報処理

　東南アジアの研究を深化，発展させるたあに各種の資料収集がとりわけ重要なことは言

うまでもない。1965年に図書室が開設されて以来，東南アジア地域にかかわる専門書を

中心に収集を進めてきた結果，1998年3月現在82，262冊（洋書63，501冊，和漢書18，761

冊）を登録し，所蔵するにいたった。これらの資料のうち，学術情報センターの

NACSIS－Webで検索できる書誌データの件数は，和図書5，494，洋図書11，632，和雑誌

544，洋雑誌729である。研究資料としては次のような特記すべき資料がある。

　（1）　現地語資料

　1983年度以来，東南アジア諸地域の言語で出版された文献の組織的収集を目指して，

特別予算の要求を行なっている。1983年度から5力年間の第一次収集計画，および1988
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年度からの10一年聞の第二次収集計画を終わり，1998年度からの5力年間の第三次収集

計画が始まったところである。これらの計画により収集された資料のうち，整理済で配架

されている現地語図書資料の内訳の概数は，レファレンス図書を除いて1997年度末現在

で次の通りである。

　正規の分類：タイ語約6，000冊，インドネシア語約5，000冊，マレー語約33G冊，ビル

マ語210冊，その他10冊，特殊コレクション（別置）の概数：フtmンダ・コレクショ

ン7，GOO冊，チャラット・コレクション9，000冊，ベトナム語2，200冊。特に，タイ語文

献の「チャラット・コレクション」，およびフィリピンに関する「フォロンダ・コレク

ション」は世界に誇るコレクションである。

　また，1986年度からは，東南アジア諸語文献研究部門が新設され，東南アジアから書

誌学者やカタロガーを招聰することができるようになったので，彼らの協力によりこれら

の資料の整理もできるようになった。「チャラット・コレクション」については3巻より

なる冊子体の目録と「フォロンダ・コレクション」の蔵書目録がある。今後もさらに充実

した収集を目指している。

　（2）　マイクロフォーム

　1971年以降，「インドネシア関係文献マイクロフィッシュ」の一部を継続的に購入した

のを始め，その後機会のあるごとにその充実をはかってきた。この結果，現在までにマイ

クロフィルム約4，300リール，マイクロフィッシュ約4，300ケースが納められている。こ

のうち，フィルムは，東南アジア諸国統計資料，インドシナ三国近・現代史資料，第2次

大戦下の東南アジア関係資料などを含み，フィッシュは，コーネル大学およびオランダ王

立言語民族文化研究所が所蔵するインドネシア関係資料を主としている。

　（3）雑誌

　東南アジアを専門に対象とする雑誌は，創刊号から揃っているBEFEOをはじめとして

50タイトル以上に及ぶ。東南アジアを含むアジアー般，熱帯，開発に関するタイトルは

43点である。このほかすでに刊行されていない雑誌もかなりあり，東南アジア関係では

有名なLoganのllAEAやDl’awαをも含めて18タイトル，アジア関係では，　Londonか

ら出たAsiatic　Quarterly／bu77zα1及びその後身（1886－1912）やMondes．A　siαtiquesな

ど12タイトルある。これらの地域関係雑誌の多くは欧米発行のものであるが，東南アジ
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アの大学・研究機関の刊行する雑誌も増えてきており，それらはできるだけ収集するよう

に努めている。その他Prisma，　Tenggaraなどのような各国語の週刊誌，総合雑誌，文芸

批評誌も定期購読している。

　（4）統　計

　東南アジア，東アジア諸国の政府刊行物，および国際機関の刊行物を中心に，購入また

は寄贈として収集している。このうち継続して購入している刊行物は26種である。国民

所得，財政，金融，貿易，労働，人口など経済統計が大半で，国別ではインドネシアが多

く，地方統計も多く含まれている。その他に東南アジア各国のセンサスを，刊行の都度，

可能な限りで収集している。

　（5）地　図

　所有する地図は東南アジア地域を中心に，インド，バングラデシュ，スリランカ，ネ

パール，パキスタン，中国，朝鮮，オーストラリア，太平洋諸島及び日本周辺と，ほぼ南

アジアから東アジア全域をおおっている。製作年代も，戦前のものから近年の航空測量に

よるものまで，多岐にわたっており，現在約2万8千枚余に及んでいる。この中には，旧

陸地測量部による南アジア，東南アジア，東アジアの2万5千分の1，5万分の1地形図

等，歴史的にみても貴重なコレクションもある。また，数は少ないが，東南アジア各国の

土地利用図，地質図，植生図などの主題図も含まれている。

　（6）　人工衛星画像データ

　1978年から人工衛星画像データの収集をはじめ，現在3千数百シーンの画像データを

所蔵している。対象地域は，東南アジア全域，インド亜大憶想半分からバングラデシュ，

南中国の一部および日本の一部である。とくに東南アジア大陸部は隈なくカバーされてい

る。当初はLandsat　MSSの100万分の1の白黒ポジフィルム（バンド4，5及び7）を

中心に集めていたが，やがてLandsat　TMやMOSの25万分の1フォルスカラー写真に

切り換え，近年はディジタルデータへ移行しっっある。

　センターでの人工衛星画像データ利用は，従前，目視による，広域の地形，土地利用，

植生，水文環境などの判読に限定されていたが，今後は，ディジタル処理を行うことによ

り，また他の情報と重ね合わせて地理情報システムを構築することにより，より多様な利
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用を進める。インデックスも整理されており貸し出しも可能である。

　（7〉　情報処理

　情報処理室では，研究活動支援のためのメイルサーバーやパーソナルコンピュータを揃

えている。所員や外国人研究者が統計処理や文書処理をするために利用するほか，利用に

i当たっての相談にも応じている。

　現在情報処理室で利用可能な機器としては，DOS／Vパーソナルコンピュータ7台目英

語環境4台，日本語環境3台）がある。

　また，情報処理室外にも次のような機器があり，利用可能である。

　（1）携帯型パーソナルコンピュータ5台（英語環境3台，日本語環境2台）

　（2）AO版カラープロッタ，図面及び画像出力に用いる

8．出　版

　東南アジア研究センターにおけるさまざまな研究活動の成果は，センターが刊行する出

版物を通じて発表されている。センターは，1963年以来季刊学術誌『東南アジア研究』

を出版し，レフリー制度のもとに学内外の東南アジア研究者の論稿を掲載してきた。1998

年9月現在36巻2号（通算145号）を数え，所収論稿は膨大な数に上る。

　主として個人の研究成果は東南アジア研究叢書としては創文社から現在まで24冊，

English　Language　Seriesとしてはハワイ大学出版局から2G冊を刊行している。なお，

1995年度から新たに京都大学学術出版会より地域研究叢書が始まり，現在既に4冊が刊

行されている。

　研究報告書シリーズは，シンポジウムの報告書，文部省科学研究費補助金による海外学

術調査の報告書，その他の硬究奨励金を受けて行なった研究の報告書，共同研究の中間的

な成果，外国人研究員の研究報告書など各種のものを含んでいる。1998年9月現在合計

73冊を数える。より機動的に運営されていたディスカッション・ペーパーシリーズ，リ

プリント・シリーズは，ワープロなどの普及により，シリーズとしては発行を中止してい

る。
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第4章大学院教育

農学研究科：熱帯農学専攻（協力講座）

　1981年に農学研究科に熱帯農学専攻が設置され，センターの農学系の教授，助教授ら

が協力講座として3講座（熱帯稲作論，熱帯地文環境論熱帯水文環境論）を担当してき

た。熱帯農業に関連した環境，生態農村発展論にわたって長期のフィールドワークを中

心として教育訓練を行い，これまでに計27名の修士ならびに博士修了者を送り出してき

た。この内，留学生は11名で，大半が博士号を取得して帰国し，それぞれの職場で活躍

している。

　なお，熱帯農学専攻は，農学部・農学硬究科の改組に伴って1996年春もって廃止され

た。協力講座としては，現在6名の博士課程在学生の教育を続行している。

人間・環境学研究科：東南アジア地域研究講座（協力講座）

　人間・環境学研究科の第2専攻（文化・地域環境学専攻）が1993年度に発足するとと

もに，センターの教授・助教授ほぼ全員が東南アジア地域研究講座（協力講座）担当とし

て参画し，ほぼセンターの5部門14分野に沿った授業科目を設けて学生を募集してきた。

各年度の入学者数は，1993年度6名（うち留学生1名），94年度4名（うち留学生3名），

95年度4名，96年度3名，97年度3名である。98年度現在の在籍者は修士課程3名，博

士課程12名，計15名。それぞれが東南アジア諸地域に自分のフィールドを持ち，長期に

わたる調査研究を進めている。

　なお，1998年度からは，アジア・アフリカ地域研究研究科の発足とともに，東南アジ

ア地域硬究講座としては学生募集をしないこととなった。

アジア・アフリカ地域研究研究科：東南アジア地域論講座（協力講座）

　1998年4月，アジア・アフリカ地域研究研究科が発足した。この研究科は，東南アジ

ア地域研究専攻とアフリカ地域硬筆専攻の2専攻から構成されるが，東南アジア地域研究

専攻の中に連環地域論講座を置き，東南アジアとアフリカの両地域に連接するヒン

ドゥー・イスラーム両世界をも含めて，地域間比較を視野に入れた地域研究教育を進めて
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アジア・アフリカ地域研究研究科の構成
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その多様性の解明

生態環境論

自然と人間との相互作
用によって形成される．
生態環境の解明

　地域進化論

東南アジアの発展に関
する変動のエネルギー
と方向性の解明

地域動態論

地域の生態史と、地域
における人間と自然と
の共生の解明

東南アジア地域論

生態・社会・文化の参
画的な展開とその相互
性の解明

いくことにした。それぞれの地域の歴史が育んできた生態・社会・文化の固有性を解明す

るとともに，諸地域が抱える現代的な課題についても地域研究の方法を通じて考究してい

く。本研究科の構成は付図のとおりである。

　東南アジア地域研究専攻は，3基幹講座を創設したものであり，一方アフリカ地域研究

専攻は，人間・環境学研究科文化・地域環境学専攻のアフリカ地域研究講座（旧アフリカ

地域研究センター）を移行させたものである。本研究科は5年一貫制の博士課程を設けて

おり，学生定員は東南アジア地域研究専攻14名，アフリカ地域研究専攻10名の計24名

である。

　センターは，東南アジア地域研究専攻の東南アジア地域論講座全体を協力講座として担

当し，このために教授5，助教授3名を充てている。さらに，研究科共通科目担当として，
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教授4，助教授2名があたり，全センターをあげて大学院教育に参加することとなった。

　本研究科の東南アジア地域研究専攻の教育面における大きな特徴は，集団指導体制であ

る。この専攻に入学した1回生は主指導教官1名に加えて副指導教宮2名を自主的に選ぶ

ことができる。この制度によって，専攻としては比較的幅広い分野から学生をリクルート

することができ，また学生は比較的自由に研究テーマを選ぶことができる。学生は，5年

一貫制教育の中で，長期にわたる本格的なフィールドワークを通して，地域の生態・社

会・文化の相互関係を総合的に把握する能力を養うことを期待されている。

　初年度の平成10年度（1998）は，東南アジア地域論講座には，センターの教官を主指

導教官とする5人の新入生が配属され研鎖をはじめた。
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第5章研究スタッフ

　東南アジアM究センターの現職研究スタッフの略歴，現在の研究テーマ，主要な研究業

績などを紹介する。各研究スタッフは，研究部では生態環境部門，社会生態部門，統含環

境部門，地域発展部門，人間環境部門，地域研究第二客員部門，非常勤講師・非常勤研究

員等，続いて資料部の順に配列されており，1．最終学歴，2．学位，3．専門分野，4．

現在の研究テーマ，5．略歴，6。主要な研究業績の順である。

1．研　究　部

生態環境部門

山田　　勇

1．京都大学農学部，1966．

2．京都大学農学博士，1979．

3，森林生態学

4．（1）東南アジア熱帯多雨林の森林構造

　②　地球生態系における東南アジアの位置づ

　　け

　（3＞熱帯林生態系における人と自然のかかわ

　　り

5．1975年，東南アジア研究センターに助手と

　して採用される。1980年農林水産省関西林

　木育種場，1981年同関東林木育種場室長を

　へて，1988年より，東南アジア研究セン

　ター助教授。京都大学大学院農学研究科熱帯

　農学専攻助教授を兼任。1995年より教授。

　人間・環境学研究科およびアジア・アフリカ

　地域研究研究科併任。

　　1965年以降，以下の海外研究活動を行う。

　1965年タイ，カンボジア，マレーシアの植

　物調査，1968～70年インドネシアの森林調

　査，1976年インドネシアの森林調査，1977

　年タイ，マレーシア生態調査，1978年フィ

　リピン生態調査とインドネシア調査，1979

　年北米山林調査，1982，1983，1984～86年

　までブルネイ森林調査，1988奪北米及び中

　米の森林調査，1988～89年パプアニューギ

　ニア，インドネシアの低湿地調査，1990年

　タイ，インドネシア，中国，1991年マレー

　シア，タイ，ラオス，中国の生態調査。1992

　年アマゾン，マレーシア，インドネシア，

　1993年アマゾン，マレーシア，インドネシ

　ア，1994年ギリシャ，トルコ，エジプト，

　エクアドル，ボリビア，グアテマラ，ペルー，

　インドネシア，マレrシァ，ブルネイ。1995

　年中国，ネパール，ホンコン。1996年マレー

　シア，ネパール，フィンランド，スウェーデ

　ン，ノルウェー，チェコ，オーストリア，

　ポーランド，ケニア，カメルーン，フランス。

　1997年マレーシア，中国，アメリカ，カナ

　ダ，エクアドル，ペルー，ボリビア，チリ，

　アルゼンチン。1998年マレーシア，中国，

　ベトナム。

6．　（1）　Forest　Ecological　Studies　of　the　Mon－

　　tane　Forest　of　Mt．　Pangrango，　West　Java

　　（1）～（W）『東南アジア研究』13（3）一15

　　（2），　1975－77．
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②　『熱帯の有用樹種』（共著）熱帯農学研究

　センター，1978．

（3｝　“Ecological　Study　of　Mangrove　and

　Swamp　Forests　in　South　Sumatra，”（共

　著）in　South　Sumatra，　Man　and　Agricul－

　ture，　CSEAS，　Kyoto　Univ．　1980．

（4）晒ジャワパングランゴ山山地林におけ

　る落葉落枝などの季節変化」『東南アジア

　世界』創文社，工980．

（5）「東南アジアの低湿地林1．マングロー

　ブ」『東南アジア研究』21（2），1983．

（6）「同2．マングローブの分布」『東南アジ

　ア研究』21（3），1983．

（7）「同3．淡水湿地林」『東南アジア研究』

　21（4），　1984．

⑧　「同4．泥炭湿地林」『東南アジア研究』

　22　（2），　1984．

⑨　『東南アジアの低湿地』（共著：）農林統計

　協会，1986．

（10）　Report　on　the　Forest　Research　in

　Negara　Brunei　Darussalam　from　1984

　through　1986，　JICA，　1987．

｛10　The　Changing　Pattern　of　Vertical　Stati－

　fication　along　an　A　ltitudinal　Gradient　of

　the　Forests　of　Mt．　PangrangO，　West／ava，

　Kluwer，　1990．

｛IM　「多雨林の世界」高谷好一（編）『東南ア

　ジアの自然』（講座・東南アジア学第2巻）

　弘文堂，1990．

㈲　『東南アジアの熱帯多雨林世界』創文社，

　199L

（14　『熱帯雨林を考える』（共編著）人文書院，

　1992．

㈲　「世界の森林と地球環境」渡部忠世（編
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（5）「東南アジア海域世界と農業フロンティ

　ァの拡大一インドネシア南スラウェシ州

　の事例から」『東南アジア研究』30（4），

　1993．
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　the　Bogra　District　of　the　Barind　Tract，”
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　藤・谷口（編）『もっと知りたいバングラ

　デシュ』弘文堂，1993。

（14　「第7章バングラデシュ」『アジア畑作指
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　　Melaka　：　The　Transformation　of　a　Malay

　　Capital　c．　1400－1980，　Oxford　Universi一
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　克』華南堂，1984．

（ID　「世帯と親族」石井米雄（編）『東南アジ

　ア世界の構造と変容』創文社，1986．

（13）『東南アジアの組織原理』勤草書房，

　1989．

（14　“Household　and　Religion　：　The　Prob－

　lem　of　ldentity　in　a　Bugis　Community．”

　『東南アジア研究』28（4），1990。

（15）『東南アジアの文化』（編著）弘文堂，

　1992．

（16）　“Coping　with　the　Currents　of　Change　：

　A　Frontier　Bugis　Settiernent　in　Johor，

　Malaysia，”『東南アジア研究』　32（2），

　1994．

（IV　“Global　Area　Studies　with　Special　Ref－

　erence　to　the　Malay　or　Maritime

　World，”『東南アジア研究」33（3），1995．

㈹　『地域研究の問題と方法一社会文化生

　態力学の試み』京都大学学術出版会，！996．
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　回申研究』11，1997．
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五十嵐忠孝
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3．人類生態学
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　②　栄養と生業機構

5．1975年，東京大学医学部保健学科助手に採

　用される。1982年，群馬大学医学部助教授
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〈8）　”Perbandingan　Pendidikan　Moral　di

　Indonesia　dan　Jepang；’　Mimbar　Pendidi－

　lean，　8　（3），　1989．

（9）「インドネシアにおけるイスラーム教育

　の構三一小学校用教科書の内容分析を中

　心として」『九州大学教育学部紀要（教育

　学部門）』34，1989．

（1①　「マレーシアにおけるイスラーム教育の

　構造　　小学校用教科書の内容分析を中心

　として」『九州大学比較教育文化研究施設

　目皿要』　40，　1989．

｛ID　「国民教育の発展戦略」馬越徹（編）『現

　代アジアの教育』東二二，1989．

〈IM　「インドネシアー多様性の中の統一を

　めざす教育」馬越徹（編）『現代アジアの

　教育』東急堂，1989．

（13）「国民教育　　パンチャシラ道徳教育へ

　の展開をめぐって」土屋健治（編）『東南

　アジアの思想』（講座・東南アジア二二6

　巻）弘文堂，1990．

⑯　「イ．ンドネシア人の留学」権藤与志夫

　（編）『世界の留学』東信堂，1991．

（15＞「インドネシアにおける国民教育制度改

　革の構図」『九州大学比較教育文化研究施

　設紀要』42，1991．

（16）「カリマンタン　（ボルネオ）にみる国民

　統合の教育」『東洋大学アジア・アフリカ



　文化研究所研究年報』26，1991．

（IT　「日本占領期インドネシアの地方教育」

　『国立教育研究所紀要』121，1992．

⑱　掴民統合と教育　　マレーシア・サバ

　州・N小学校の変容をめぐって」野南ア

　ジア研究』31（4），1994．

｛19）　“The　Development　of　Pancasila　Moral

　Education　in　lndonesia，”『東南アジア研

　究』33（3），1995，

⑳　「タマンシスワ教育理念の連続性と不連

　続性」『東南アジア研究』34（1），1996．

地域発展部門

吉原久仁夫

！．カリフォルニア大学（バークレー校），

　1966．

2．カリフォルニア大学Ph．　D．（経済学），1966．

3．経済挙

4．文化，制度，経済成長

5．ミシガン大学経済学部助教授（1966～69

　年）を経て，1969年，東南アジア研：究セン

　ター助手として着任，1971年，同助教授，

　1987年，同教授に昇任，現在に至る。

　　この聞，1970～71年，1981～82年，お

　よび1992年フィリピン大学経済学部，1973

　～74年，シンガポール大学経済学部，1976

　～77黛，スタンフォード大学経済学部，

　1982～83年タマサート大学経済学部，1987

　年マラヤ大学経済学部，および1993年ベト

　ナム社会科学院世界経済研究所で客員教授と

　して経済発展論を講義する。

6．（1｝　“Demand　Functions　：　An　Application

　　to　the　Japanese　Expenditure　Pattern，”

　　Econometn’ca，　37　（2），　1969．

　〈2）　“Long－term　Models　of　the　Japanese

　　Economy，”『季刊理論経済学」20（3），

　　1969．

　（3）　“The　Problem　of　Accounting　for　Pro一

　ductivity　Change　in　the　Construction

　Price　Index，”（共著）ノburnal（）f　the　Amer－

　ican　Statistical　Association，　66　（333），

　1971．

｛4｝　“Productivity　Change　in　the　Japa－

　nese　Economy，1905　一　65，”（共著）『季刊

　理論経済学』23（1），1972．

（5）「シンガポールの工業化と米系企業」『東

　南アジア研究』12（4），1975．

⑥　「シンガポールの工業化における外資系

　企業と民族系企業」『東南アジア研究』13

　（2），　1975．

（7｝　Foreign　lnvestment　and　Domestic　Re－

　sPonse　：　A　Study　of　SingaPore　’s　lndustri－

　alization，　Eastern　Universities　Press，

　Singapore，　1976．

｛8）　laPanese　lnvestment　in　Southeast　A　sia，

　University　Press　of　Hawaii，　1978．

〈9）　Sogo　Shosha：The　Vanguard　of　the　fap－

　anese　Economy，　Oxford　University

　Press，　Tokyo，1982．（インドネシア語，ベ

　トナム語，マレーシア語に翻訳出版）

（1①“Business　Groups　in　Thailand，”（共

　著）　Research　Notes　and　Discussion

　Paper　No．41，　lnstitute　of　Southeast

　Asian　Studies，　Singapore，　1983．

（ID　PhiliPPine　lndustrialization；　Foreign

　and　Domestic　CaPital，　Oxford　Univer－

　sity　Press，　Singapore，　1985．

｛ln　The　Rise　of　Ersatz　CaPitalism　in　South－

　east　Asia，　Oxford　University　Press，　Sin－

　gapore，1988．（インドネジア語，タイ語，

　マレーシア語に翻訳出版）

（13）　Oei　Tiong　Ham　Concern：　The　First

　BusineSS　Empire勿Southeast　Asia，（編）

　CSEAS，1989．（インドネシア語，中国語

　に翻訳出版）

（1の丁履PercePtions　of　／at脇召s¢ルfbdern－

　ization，（編）Kuala　Lumpur，　Falcon
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　Press，　1989．

｛15）　“Thailand　：　lndustrialization　without

　Development，”（共著）East　Asian　Cul－

　tural　Studies，　28　（March），　1989．

（16）faPαn　in　Thailand，（編）　Kuala

　Lumpur，　Falcon　Press，　1989．

｛IT　『東南アジアの経済』（講座・東南アジア

　学第8巻）（編著）弘文堂，1991．

㈱ノdPanese　Economic　1）eveloPment’A

　Short　lntroduction，　3rd　ed．，　Oxford　Uni－

　versity　Press，　Tokyo，1994．（インドネシ

　ア語，タイ語，ラオス語，ベトナム語，タ

　ガログ語，中国語に翻訳出版）

〈19）　The　A［ation　and　Economic　Growth：

　the　PhilipPines　and　Thailand，　Oxford

　University　Press，　Singapore，1994．（タ

　イ語に翻訳出版）

eO）　The　Aration　and　Economic　Growth：

　Koreα　and　Thailand，京都大学学術出版会，

　1999．

海田　能宏

1．京都大学農学部，1962．

2．京都大学農学博士，1970．

3．農村開発論，熱帯農業水文学

4．（1｝アジア農村開発論

　（2）農業発展の水文環境的基盤一風土の工

　　学

5．1967年，京都大学助手（農学部）に採用さ

　れ，1969隼，東南アジア研究センターへ配

　置換え。1974年から77年まで，メコン委員

　会に兼任勤務。1974年，東南アジア研究セ

　ンター助教授，1984年，同教授に昇任。同

　年から農学研究科の熱帯農学専攻の協力講座

　三四教授，さらに1993年から人間・環境学

　研究科，1998年からアジア・アフリカ地域

　研究研究科の協力講座担当教授を兼任。

　　はじめは畑地灌概の研究から入り，1969

　年以来，熱帯の水文，水利，農業生態の研究
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　を始め，東南アジアを中心に，インド，南中

　国を含む広い地域の臨地研究を経験した（業

　績欄の（1）から（5）まではこの時期の作品）。

　1981年から東北タイのドンデーン村の総合

　的研究に参加し（業績6），以来，農村開発

　研究に関心を広げ，1986年からはバングラ

　デシュ農村開発研究を組織し，総合的・学際

　的な農村研究から，農村開発の実践的研究へ，

　個人的にはさらに農村開発政策論へと，ノー

　マティヴな方向へ研究の幅を広げてきた（業

　績8，9，12，16，17，20など）。

　　最近は，これまでの臨地研究や農村定着研

　究で得たデータや培ってきた経験を生かして，

　風土の工学やEcotechnologyという概念を

　設定して技術論を展開している　（業績7，10，

　14，15，19など）。さらに，Asian　Ecotechnol－

　ogy　Networkによって日本・東南アジア・

　インド・乾燥アジアの生態知識を交流させる

　プロジェクトを立ち上げようとしている。

6．（1）　“Pioneer　Settlements　and　Water　Con－

　　trol　Development　on　the　West　Bank　of

　　the　Lower　Chao　Phraya　Delta，”『東南ア

　　ジア研究』11（4），1974．

　②　「デルタ稲作農業の自然環境とデルタの

　　開発構図」『東南アジア研究』13（1），1975．

　（3）　“Agro－Hydrologic　Regions　of　the

　　Chao　Phraya　Delta，”　in　S．　lchimura

　　（ed．），　Southeast　Asia：　Nature，　Society

　　and　DeveloPment，　University　Press　of

　　Hawaii，　1976．

　｛4）　“Effect　of　Mekong　Mainstream　Flood

　　Regulation　on　Hydrology　and　Agricul－

　　ture　in　the　Cambodian　Lowland，”『東南

　　アジア研究』16（4），1979．

　⑤　「メコンをデザインする」松田松二（編）

　　『自然とむすぶ文化』共立出版，1980．

　（6）「東北タイ・ドンデーン村一村のたた

　　ずまい」（共著）「東北タイ・ドンデーン村

　　一稲作の不安定性」（共著）『東南アジア



　研究』23（3），1985．

（7）「水文と水利の生態」渡部忠世・福井捷

　朗（共編）『稲のアジア史第1巻』小学館，

　198Z

（8）　Agricultural　and　Rural　DeveloPment　in

　Bangladesh：　Key　Questions　and　lssues

　ノ’rom　Village－Based　Studies，1986－1989，

　JSARD　Publication　No．20．（共編著）

　JICA，　Dhaka，　1990．

（9）特集「バングラデシュの農業と農村一

　農村発展のための共同研究」（編著）『東南

　アジア研究』28（3），1990。

⑩　「稲作と水利」高谷好一一一・（編）『東南アジ

　アの自然』（講座・東南アジア町尽2巻）

　弘文堂，1990．

（10　“Tropical　Hydrology　Simulation　Mod－

　el　1　for　Watershed　MaRagement　（1）　Med－

　el　Building，　（2）　Model　Application，　（3）

　Using　the　Model　for　Landuse　Manage－

　ment，”（共著）『水文・水資源学会誌』　4

　（2），（3），（4），　1991．

（IM　「農村開発研究　　バングラデシュの農

　村発展のための共同研究」『国際協力研究』

　7（2），　199L

（13）「問題群としての地域」矢野暢（編）『地

　域研究の手法』（講座・現代の地域研究第1

　巻），「貧しさから豊かさへ」矢野暢（編）

　『地域研究と発展の論理』（講座・現代の地

　域研究第4巻）弘文堂，1993．

（1㊨　「北インドの灌概発展における外来技術

　と在地技術」（共著）『農業土木研究」62

　（2），　1994．

㈱　「風土の工学」日本大学国際地域研究所

　（編）『東南アジアの自然。技術・農民」龍

　渓書舎，　1994．

（16）特集「バングラデシュ農村開発研究」（編

　著）『東南アジア研究』33（1），1995．

（IT　Final　RePort　on／bint　Study　on　Rural

　Development　ExPeriment　（ISRDE）　Pro一

プect，（共編著）BARD＆JICA　Bangladesh，

　1996．

⑱　『事典東南アジアー風土。生態・環境』

　（編集委員代表，共編著）弘文堂，1997．

（19）　“Fudo　Engineering　for　Sustainable

　Agricultural　and　Rural　Development，”

　in　Green　Productivity，　ln　Pursuit　of　Bet－

　ter　Quality　of　Life，　Asian　Productivity

　Organization，　1997．

⑳　「バングラデシュ農村開発実験を終えて

　一とくに関わりの作法ということについ

　て」『国際農林業協力』20（10），1998．

阿部　茂行

L　大阪大学経済学部，1970．

2．ハワイ大学Ph．　D．（経済学），1977．

3．経済学

4．東南アジアの経済発展（とくに貿易・投資

　の役割について）

5．1977年，国連ESCAP経済担当官，1980

　年京都産業大学経済学部講師，1981年岡助

　教授，1987年同教授，1991年神戸大学経済

　経営研究所教授，1998年東南アジア研究セ

　ンター教授。

6．　｛1）　“The　Demand　for　Money　in　Pakistan　：

　　Sorne　Alternative　Estimates，”（共著）

　　The　Pakistan　Development　Review　（sum－

　　mer），　1975．

　｛2）　“Optimum　lnterest　Rate　for　a　Coun－

　　try　under　a　Floating　Exchange　Rate

　　System，”博士論文，1977．

　｛3）　“Financial　Liberalization　and　Domes－

　　tic　Saving　in　Economic　Development：

　　An　Empirical　Test　for　Six　Countries；’

　　（共著）The　Paleistαn　I）eveloPment　Re－

　　views　（autumn），　1977．

　（4｝　“lndustrialization　and　Employment：

　　Overview　and　Prospect　of　ASEAN

　　Countries，”　in　P．　M．　Hauser，　D．　Suits

49



　and　N．　Ogawa　（eds．），　Urbanization　and

　Migration　in　A　SEAAT　Development，　Uni－

　versity　of　Kawaii　Press，　1985．

（5｝　“A　CGE　Analysis　of　lncome　Distribu－

　tion　：　The　Case　of　Malaysian　Economy，”

　Asian　Economic　fournal，　1　（2），　1988．

（6）　“Competitiveness　and　Exchange　Rate

　Adjustments　in　Kerea，”　DeveloPment　＆

　South－South　Cooperation，　5　（9），　1989．

（7）　“lndustrial　Relations　and　Their　Evolu－

　tion　in　Japan，”　in　Chung－hooon　Lee　and

　Fun－koo　Park　（eds．），　Emerging　Labor

　Issues　in　Developing　Asia，　KDI　Press，

　1991．

（8）“Development　Assistance，”（共著：）in

　K．　Abe，　W．　Gunter　and　H．　See　（eds．），

　Economic，1弛伽s厩α♂αηd　1し血πα9θ万α♂Co－

　ordination　between／dPan　and　the　USA，

　Macmillan，　1992．

⑨　「アジアの中の南と北　　援助より投資

　を」『アスティオン』TBSブリタニカ，

　1992．（英語版とフランス語版のJapan

　Echoに翻訳の上，再録）

｛10）　“Malaysia　Model　ll　，”　in　lchimura　and

　Matsumoto　（eds．），　Econometric　Models

　of　Asian－Pacific　Countries，　Springer－

　Verlag，　1993．

（11）「国際競争力からみた為替レート　韓

　国と台湾のケース」高木保興・猪木武徳

　（編）『発展途上国と日本』同文館，1993．

（IM　“South　Asia　and　Japan：　Prospects

　for　Future　Cooperation，”（共著：）in　S．　P．

　Gupta，　William　E．　James，　and　Robert　K．

　McCleery　（eds．），　South　Asia　as　a　Dy－

　namic　Partner，　MacMillan　lndia　Ltd．

　1994．

㈱　「日本の対ASEAN直接投資とASEAN

　との産業内貿易の発展」石垣健一・永谷敬

　三（編著）『環太平洋経済の発展と日本』
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　勤草書房，1995

（1の　「まぼろしのアジア経済をあぐって」『国

　民経済雑…誌』　174（3），　1996．

（IS　“Prospects　for　Asian　Economic　lnte－

　gration，”　in　S．　Nishijima　and　P．　H．　Smith

　（eds．），　CooPeration　or　Rivalry？，　West－

　view，　1996．

（16）　“Japan　and　ASEAN：Trade　and　Invest－

　ment　Relations　in　a　Changing　Global

　Economic　Environment，”　Kobe　Eco－

　nomic　＆　Business　Review，　No．　42，　1997．

｛ID　“Preparing　the　Way　for　Development

　Cooperation　in　APEC　：　Jumping　the　Aid

　Administration　and　Policy　Hurdles，”

　（共著）in　Andrew　Elek（ed．），　Building

　an　Asia－Pacific　Community　：　DeveloPment

　CooPeration　zvithin　APEC，　The　Founda－

　tion　for　Development　Cooperation，　1997．

（18）　ノaPan’Why　It　IV（）rks，　Why　It　I）oesn　’t，

　（共編著）University　of　Hawai‘i　Press，

　1997．

（19）『アジア経済研究』研究叢書48，神戸大

　学経済経営研究所，1998．

⑳　「日本の海外直接投資・貿易と環境にっ

　いての一考察」『国民経済雑誌』176（7），

　1998．

水野　廣祐

1．．京都大闇経済学部，1978．

2．京都大学農学博士，1994．

3，経済発展論，農業経済学，労働経済学

4．（1）インドネシア，特に西ジャワにおける農

　　村工業化と農村内非農業部門の発展

　②　インドネシアにおける中小零細企業の発

　　展

　（3）インドネシアにおける土地制度：の展開

　（4）インドネシアにおける労使関係と労働市

　　場

　⑤　インドネシア経済論



5．アジア経済研究所研究員（1978～96）を

　経て，1996年東南アジア研究センターに助

　教授として着任，現在に至る。

　　1984～86黛にボゴール農業大学開発研究

　センター客員研究員として，インドネシアに

　おける中小零細企業の発展と農村内非農業部

　門に関する調査研究を行う。1989～92年に

　バンドゥン工業大学環境研究センターにおい

　て，西ジャワ農柚ヒおける葬農業部門研究プ

　ロジェクトに参加し建材産業の調査を行う。

　1990年には，ガジャマダ大学農村地域開発

　研究センターにおける中部ジャワ農村経済の

　系譜的分析プロジェクトに参加し，農家経済

　調査を行う。1994年および1997年に，バン

　ドゥン工業大学大学院開発研究科において客

　員講師として経済発展論調を講義。1995年

　大阪市立大学経済学部客員教授，1996～97

　年にジャカルタ連絡事務所駐在。

6．（1）「1970年代後半におけるインドネシア土

　　地紛争とその特質」滝川勉（編）『東南ア

　　ジア農村の低所得階層』アジア経済研究所，

　　1982．

　（2）「ジャワ農村の人口扶養力と都市化一

　　インドネシア」柴田徳衛・加納弘勝（編）

　　『第三世界の都市化と人口移動」アジア経

　　済研究所，1983．

　（3）『インドネシアの経済』（共訳），テー・

　　キァン・ウィー（編），めこん，1984．

　（4）「インドネシアの土地所有権と1960年農
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　1993．

（1①　『計量政治学実習の手引き　　SPSS実

　践編』（共著）龍谷大学電子計算機教室，



　！993．

（10『SASの利用手引』（共著）龍谷大学電子

　計算機教室，1993．

働　「タイへの直接投資とその影響」（翻訳）

　中村尚司・河村能夫（編）『アジアからみ

　るアジアをみる』阿四四，1994．

（13）『ウィンドゥルドンへの道一Wind◎ws

　による情報リテラシー』（共著）学術図書

　出版，1995．

（1の　『ウィンドゥルドンへの道98－Win－

　dowsによる情報リテラシー』（共著）学

　術図書出版，1998．

非常勤研究員

及川　洋征

　　　（1997年4月1日～1999年3月31日）

1．東京農工大学農学部，1990．

2．京都大学農学修士，1992．

3。熱帯農学，森林経営学

4．インドネシアにおける樹木作物の導入に伴

　う村落景観の展開

5．1992年度日本学術振興会特別研究員（DC

　1）。1992年10月から3年間，インドネシ

　アボゴール農科大学大学院研究生（学外研究

　指導委託による）。

6．（1）「ジャワ島におけるモルッカネム普及政

　　策『セゴニサシ』と農民の受容」『熱帯林

　　業』35号，1996．

　②　「南カリマンタン丘陵地におけるジャワ

　　移民による混合樹園地の造成過程（速報）」

　　『日本林学会論文集』107号，1996．

　（3）「ジャワ島の混合樹園地（Mixed　Gar－

　　den）における農家による用材生産一モ

　　ルッカネムの事例」『林業経済研究』43（2），

　　1997．

　（4）　“A　Preliminary　Survey　on　Coconut－

　　sugar－making　Homegardens　in　Relation

　　to　Fuel　Procurement　in　Banyumas，　Cen一

　　tral　Java，”　Tropics，7（3／4），　1998．

貞好　康志

　　　（1998年4月1日～2000年3月31ED

1．京都大学文学部，1986．

2．京都大学人間・環境学修士，1995．

3．地域研究，歴史学

4．インドネシア華人の社会史

5．1986～89年，住友林業（株）で対インド

　ネシア貿易に従事。1989～91年，インドネ

　シア大学およびディポヌゴロ大学へ留学。

　1995～97年，日本学術振興会特別硬究員。

6．（1）「華人がインドネシア・ナショナリズム

　　を志向した時一コー・クワット・チョン

　　の軌跡より」『南方文化』20，1993．

　（2）「プラナカン華人の同化論争（1960年）

　　一『インドネシア志向』のゆくえ」『南方

　　文化』22，1995．

　㈲　「インドネシアにおける華人同化主義の

　　国策化　　プラナカンの志向と政治力学」

　　『東南アジア　歴史と文化」25，1995．

　（4＞「混血」（特集：東南アジアを斬るキー

　　ワード）『総合的地域研究」14，1996．

松本　千穂

　　　（1998年4月1日～2000年3月31日）

1，甲南大学理学部，1990．

2，京都大学人間・環境学修士，1995．

3．分子生物学，分子疫学

4．東南アジアにおける腸管感染症原因細菌の

　分子遺伝学的研究

5．1991～93年，奈良女子大学家政学研究科

　修士課程在籍，1993～95年，京都大学大学

　院人間・環境学硬究科修士課程在籍1995～

　98年，京都大学大学院人間・環境学研究科

　博士課程在籍。

6．｛1）　“A　New　Locus　on　Chromosome　3

　　Strongly　Linked　with　Salt－sensitive

　　High　Blood　Pressure　in　Female　F　2
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　from　SHRSP　and　WKY　Rats，”　Clinical

　Eoゆerimentαl　Phαrmacolgy　Physiology，

　22，　1995．

（2）　“ln　Search　of　Genes　Causing　Sponta－

　neous　Hypertension，”　Clinical　Expen’一

　mental　Pharmacolgy　Physiology，　22，　1995．

（3＞「雌性脳卒中易発症ラットにおける食塩

　感受性遺伝子の検索」『面圧」3，1996．

（4｝　“A　Linkage　Analysis　of　the　Salt－sensi－

　tive　Hypertensive　Gene　in　the　Stroke－

　prone　Spontaneously　Hypertensive　Rat

　（SHRSP），”JaPanese　Heαrt／bπ辮α‘，37，

　1996．

（5＞　“Comparison　of　the　Genetic　Back－

　ground　among　WKY　and　SHR　（SP）

　Using　Microsatellite　Markers，”ノ砂αηθs¢

　Heart／bz4γηα♂，37，1996．

｛6）　“Cosegregation　of　the　New　Region

　on　Chromosome　3　with　Salt－induced

　Hypertension　in　Female　F　2　Progeny

　from　Stroke－prone　Spontaneously　Hyp－

　ertensive　and　Wistar－Kyoto　Rats，”　Clini－

　cal　Expen’mental　Pharmacolgy　Physiol－

　ogy，　23，　1996．

（7）　“The　Region　Responsible　for　Stroke

　on　Chromosorne　4　in　the　Stroke－prone

　Spontaneously　Hypertensive　Rats，”　Bio－

　chemical　BioPhysical　Research　Communi－

　cation，　229，　199＆

（8）　“Genetic　Variation　of　Sodium　Sensi－

　tivity，”　Nutntion　and　Stroke，　1997．

〈9）　“Construction　of　a　Rat　Genetic　Map

　Using　the　Randomly　Amplified　Micro－

　satellite　Polymorphism　（RAMP）　Mark－

　ers，”　Mammalian　Genome，　1998．

吉木　岳哉

　　　　　（1998年4月1日目2000年3月31日）

1．東北大学理学部，1991．
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2．東北大学理学博士，1998．

3．地形学，第四紀学，自然地理学

4．東北タイの地形と表層堆積物の形成過程

5．主な研究対象は，最終間氷期（約13万年

　前）以降における日本各地の山地・丘陵地の

　斜面形成過程であるが，その一方で，タイに

　おける山麓緩斜面堆積物に関する共同調査，

　および，東北タイの地形と表層堆積物の形成

　過程に関する共同調査にも参加してきた。

6，（1｝「北上山地北縁の丘陵地における斜面の

　　形態と発達過程」『季刊地理学」45（4），

　　1993．

　｛2｝　“Paleoenvironmental　Analysis　of

　　Landforms　and　Surface　Deposits　in

　　the　Western　Piedmont　Zone　of　Thai－

　　land，”　（共著：）　in　Proceedings　of　the　ln　ter－

　　national　SymPosium　on　Paleoenvironmen－

　　tαlClzαπ9θ乞π7》て）pical－Subtropicalノし盈）n－

　　soon　Asia，　SPecial　Publication，　No．　24，　Re－

　　search　Center　for　Regional　Geography，

　　Hiroshima　Univ．　1995．

　（3＞「栃木県喜連川丘：陵の谷壁斜面を刻む最

　　終氷期後半の化石ガリーとその埋積過程」

　　「第四紀研：究』35（5），1996．

学振特別研究員

長津　一史

　　　　　（1998年4月1日～2001年3月31日）

1．上智大学外国語学部，1992．

2．京都大学入間・環境学修士，1995．

3．文化人類学

4．サマ（バジャウ）の地理的移動と社会史

5．これまで，サバ，スルー，スラウェシ，東

　カリマンタン等においてフィールド調査を経

　験。平成7年度文部省アジア諸国等派遣留学

　生により1996年3月頃ら1998年：2月まで，

　マレーシア国民大学に留学し，サバ州センポ

　ルナにてフィールド調査を行う。1998年4



　月より日本学術振興会特別研究員（PD）と

　して東南アジア研究センターに在籍。

6．（1）「スルー諸島における近代化と社会変容

　　一漂海民バジャウの定住化をめぐって」

　　『熱帯研究Tropics」3（2），1994．

　②　「フィリピン。サマの門門活動の実態と

　　環境観一民俗解境論的視点から」京都大

　　学人間・環境学研究科修士論文，1995．

　（3）「海の民サマ人の生計戦略」『季刊民族

　　学』　74，　1995．

　（4）rセレベス海域サマ人の移動と交流小史

　　一ココヤシを運んだ海民たちを追って」

　　山田勇（編）『フィールドワーク最前線

　　一見る・聞く・歩く』弘文堂，1996．

　（5）　“Research　on　Bajau　Communities：

　　Maritime　People　in　Southeast　Asia，”（共

　　著：）Asian　Research　Trends’AHuman－

　　ities　and　Social　Science　Revietv，　No．6，

　　1996．

　⑥　「海の民サマ人の生活と空間認識一サ

　　ンゴ礁空間t’bbαの位置づけを中心にし

　　て」『東南アジア研究』35（2），1997．

　（7）「西セレベス海域におけるサマ人の南下

　　移動一素描」『上智アジア学』15，1997．

2．資　料　部

北野　康子

1．長崎大学教育学部，1962．

2．ハワイ大学MATESL（Mastbr　of　Arts　in

　Teaching　English　as　a　Second　Language），

　1968．ハワイ大学MLS（Master　of　Library

　Studies），　1971．

3。図書館学

4．（1｝東南アジア研究資料の目録情報

　（2）図書館の情報技術

5．1966～68年，East－West　Center奨学生，

　！969～71年，ハワイ大学大学院にて図書館

　学を修める。1971～77年，貿易研修セン

　ター情報資料室勤務を経て，1977年，東南

　アジア研究センター資料部図書室に助手とし

　て着任，現在に至る。

6．（1）　The　Bibliography　of　BibliograPhies　of

　　the　Pacific，　Graduate　School　of　Library

　　Studies，　University　of　Hawaii，　Honolu－

　　lu，　1969．

　（2）　United　Nations　Documents　on　the

　　Trust　Tem’tory　of　the　Pacific　lslands，

　　Graduate　School　of　Library　Studies，

　　University　of　Hawaii，　Honolulu，　1971．

　（3）「発展途上国の経済ナショナリズムと経

　　済統合に関する文献目録」（共編）『アジア

　　経済資料月報』20（3），1978．

　（4）　「図書館ネットワークのしくみ一

　　WLNのシステム，　Washington　Library

　　Network」（共編）ライブラリー・オート

　　メーション研究会，京都，1982．

　㈲　「インドネシアにおける図書館システム」

　　（訳）『図書館界』35（4），1983．

　｛6）　“Southeast　Asian　Research　Resources

　　in　Western　Japan，”　presented　at　the　Sev－

　　enth　Congress　of　Southeast　Asian　Li－

　　brarians，　Manila，　15－21　February　1987．

　（7）「京都大学東南アジア研究センターの現

　　地語資料」『アジ研ニュース』119，1990．

　⑧　「子どもに素晴らしい本の世界を開く一

　　タイの場合」（訳）『こどもの図書館』40

　　（5），　1993．

　（9）　“Two　Special　Collections　in　the

　　Center　for　Southeast　Asian　Studies，

　　Kyoto　University　1　Foronda　Collection

　　and　Charas　Collection，”　presented　at

　　International　Seminar　on　Special　Co｝一

　　lection　ef　Southeast　Asian　Studies，　Uni－

　　versiti　Kebangsaan　Malaysia，　19－21

　　June　1995．
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㈹　r小田泰正先生とWLN」『情報技術と図

　書館一丁田泰正先生追悼論文集』小田泰

　正先生追悼論文集刊行委員会，1995．

（11）「マレーシアの図書館について　　トン

　スリラナン図書館，マレーシア国民大学図

　書館」（訳）『現代の図書館』34（4），1996．

｛IM　“Thai　lnformation　in　the　CSEAS　Li－

　brary　of　Kyoto　University，”　in　VVAJNS

　2，　Proceedings　of　the　2nd　lntei7zational

　？Vorleshop　in　lnformation　Networfes　and

　Systems，　13　December　！995．　National

　Center　for　Science　lnformation　Sys－

　tems，　1996．

（13）　“Acquisition　of　Southeast　Asian

　Scholarly　Publications，”　in　Proceedings

　［of　the］　Colloquium　on　Academic　Li－

　brary　lnformation　Resources　for　South－

　east　A　sian　ScholarshiP，　3－5　November

　1997，　University　of　Malaya，　Kuala

　Lumpur．　Vol．　1，　University　of　Malaya

　Library，　1997．

米沢眞理子

1．京都大学文学部，1972．

2．京都大学文学修士，1974．

5．1974年，京都大学東南アジア研究センター

　に文部事務宮として採用される。1987年，

　東南アジア研究センター資料部編集室助手に

　配置換，現在に至る。

6．「パスカルにおけるキリスト教弁証論の方

　法」（京都大学修士論文），1974．

吉村　充則

1．法政大学工学部，1985．

2．法政大学工学修士，1987．

3．環境工学

4．東南アジアの土地利用と熱帯林の破壊
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5．（財）リモート・センシング技術センター

　研究員（1987～96年）を経て，1996年，東

　南アジア研究センターに助手として着任，

　現在に至る。1990年目はNASA／JPLとの

　JERS－1　CAL／VAl観測実験に従事。1996鋸

　3～4月には，リモートセンシングに関する

　技術指導のためインドネシア国技寸評応用庁

　へ派遣される。

6．（1）「複合登S王変換を用いた画像強調」『法

　　政大学工学部研究集報」25，1989．

　②　「ランドサットTMデータによる米国干

　　ばつ被害調査」『法政大学工学部研究一報』

　　26，　1990．

　（3）「パーソナルコンピュータを用いた衛星

　　情報と地理情報による地域特性算定システ

　　ム」『法政大学工学部研究集報』27，1991．

　｛4）　“Computer　Assisted　Satellite　lmage

　　Interpretation　for　Updating　Land　Use

　　Information，”　（共著）ApPlicαtions　of

　　Renzote　Sensing　in　Asia　and　Oceania，

　　Asian　Association　on　Remote　Sensing，

　　1992．

　⑤　「道路網認識に対する画像情報利用の可

　　能性」『法政大学工学部研究呼野」28，

　　1992．

　（6＞「多時期の衛星画像の画像判読による植

　　生分布図の作成」『写真測量とリモートセ

　　ンシング』33（1），1994．

　（7）「リモートセンシングを活用した土地利

　　用情報の整備」r測量』1994．4．

　（8）「熱環境解析に対する時系列熱映像の活

　　用」『写真測量とリモートセンシング』33

　　（6），　1994．

　⑨　「NOAA／AVHRRの観測輝度温度に基

　　づくLANDSAT／TMの観測輝度温度誤差

　　の補正」（共著）『リモートセンシング学会

　　誌』16（4），1996．



第6章　出　版　活　動

　1998年9月現在で，センターが刊行した東南アジア研究叢書（和文，英文），地域研究

叢書，『東南アジア研究』（33巻1号以降），研究報告書シリーズの一覧を掲げる。なお，

『東南アジア研究』32巻までの全所収論文等は『東南アジア研究』別冊（23巻5号）と

『平成7年度版センター要覧』に，またリプリント・シリーズ，ディスカッション・ペー

パーの一覧は「昭和62年度版センター要覧』に一括掲載されているので，参照されたい。

1．研究叢書等

A．東南アジア研究叢書（和文）

1．棚瀬　嚢爾．

2．矢野　　暢．

3．本岡　　武．

4．坪内　良博；坪内　玲子．

5．飯島　　茂．

6．シュトルッ．

7．市村　真一一編．

8．石井　米雄編．

9．石井　米雄

10．本岡　　武．

11．市村　真一編．

12．口羽；坪内；前田編．

13．西原　正編

14．エクスタインほか編

15．渡部　忠世編．

ユ6、水野　浩一

17．土屋　健治．

18．高谷　好一．

19．　ノ」、林　　手口正．

20．石井　米雄編．

21．桜井由躬雄．

1966．『他界観念の原姶形態』

1968．『タイ・ビルマ現代政治史研究』

1968．『東南アジア農業開発論」

1971．『離婚』創文社．

1971．『カレン族の社会・文化変容』創文社．

1974．『ビルマー地誌・歴史・経済』野上裕生（訳）．創文社．

1974．『東南アジアの自然・社会・経済』創文社．

1975．『タイ国一ひとつの稲作社会』創文社．

1975．『上座部仏教の政治社会学』創文社．

1975．『インドネシアの米』創文社．

1975．『東南アジアの経済発展』創文社．

1976．『マレー農村の研究」創文社．

1976．『東南アジアの政治的腐敗』創文社

1979．『中国の経済発展』市村真一（監訳）．創文社．

1980．『東南アジア世界一地域像の検証』創文社．

1981．『タイ農村の社会組織』記文社。

1982．『インドネシア民族主義研究一タマン・シスワの成立と

　　　展開』序文社．

1982．『熱帯デルタの農業発展　　メナム・デルタの研究』創文

　　　社．

1984．『東南アジアの人眼』創文社．

1986．『東南アジア世界の構造と変容』創文社．

1987．『ベトナム村落の形成　　村落共有田・・コンディエン制の

　　　史的展開』創文社．
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福井　捷朗．

口羽　益生編

山田　　勇．

1988．

1990．

199L

『ドンデーン村　　東北タイの農業生態』創文社．

『ドンデーン村の伝統構造とその変容』創文社．

『東南アジアの熱帯多雨林世界』創文社．
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B
1
2
3

4．

5．

6．

7．

8．

9．

10．

11．

12．

13．

14．

15．

東南アジア研究叢書（英文）

SATo，　Takashi．　1966．　Field　Crops　in　Thailand．　Kyoto　：CSEAS．

WATABE，　Tadayo．　1967．　Glutinous　Rice　in　Northern　Thailand．　Kyoto　：　CSEAS．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1990．

13．　KAiDA，　Yoshihiro，　ed． 1990．

14．　KAiDA，　Yoshihiro　et　al．，　eds．　1990．
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